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ご注意

(1 ) ソフトウ工戸および、本書の内容は，改良の定め予告なく愛重す

ることがありますので，あらかじめご了承くだ、さい。

(2) 本書は内容について十分注意し作成していますが，万一ご不審

な点，お気{寸きのことガありまし疋ら，もよりのお客様ご相談

窓口までご連絡くだ、さい。

(3) パーソナルコンビュータ本機のテレホンソフトは，シャーフ。株

式会社のオリジナルソフトウエヌフであり，著作権法上の権利は

当社ガ保育しております。

ソフトウ工戸ならひ、に本書の内容を無断で、複製することは禁正

します。

(4) 当社は，本ソフトウ工戸の使用に際して生ずる金銭上の損害お

よび逸失利益などについては，一切の責任を負いかねますので

あらかじめご了承くだ、さい。



はじめに

このだびは ~J1Z-2500をご購入いただ、き，まこと(ごありがとうござ

いぎす。

本書は，添付いたしましだテレホンソフトについて，基本的な使

い方とその応用についてぎとめだものです。テレホンソフトをお使

いいだだ、く前(こひととおり自宅E通していだだき，本ソフトの概要を

つかんでいだだくとともに，それぞれの目的に応じだ使い方をマス

ターくだされば幸いです。

なお，テレホンソフトはいろいろな機能を持っていますが，本体

と当ソフト以外に，別売の周辺機器が必要なものがありますのでご

注意くださいQ



lおねがい

このソフトウ工戸は MZ-2500用に開発され疋ものです。使用lこあ

だっては，つぎのことにご注意くだ、さい。

*ディスプレイは200ライン (2000文字対応)， 400ライン (4050文字

対応〉のどちらでも使えます。テ、ィスフ。レイによって本体スイッ

チ類などを正しくセットしてくだ、さい。

なお，ディスプレイのタイプによって表示される行数はことなり

ます。本書では400ラインをモデルにして解説しています。

*ディスクドライブは?台，ま疋は複数台のどちらでも使用できま

す。だだ、し操作万j去がことなる部分がありますので，ご注意くだ

さい。本書ではマイクロフロッピーディスクドライブ、 2墓内蔵タ

イプをモデルにして解説しています。

*データを書き込むだめには，ブランクディスク〈読み書きができる

フロッピーディスク〉を別に用意します。あらかじめ，物理的フォ

ーマットおよび論理的フォーマットをしてからお使いくだ、さい。

ま疋，このソフトをあらかじめパックヌフッフしておき，パック

ヌフツプしだディスクをマスターディスクとしてお使いになるよう，

おすすめします。

フォーマットとパック戸ッフについてはオ ナーズマ二ユ戸ル

の第 5章を参照してくだ、さい。

*テレホンソフトの各種の機能と，必要な周辺機器などの関係はつ

ぎのようになっています。それぞれの機能を生かす場合は，別に

ご用意ください。なお，どの場合でも本体，テレホンソフトのデ

ィスク，ディスプレイ，データディスク〈データ書き込み用ディス

クあるいはデータ書き込み済テ、ィスク〉を使います。

Oデータベースの設計，編集，模索

特別なものはいりません。

0日時の設定

特別なものはいりません。



0メール印刷

プリンタガ必要です。なお，漢字プリンタでは英数字・カタカナ・

ひらがな・漢字・その他の特殊文字や記号などが印字できます。 ぎ

た，漢字プリンタガ 018第 2水準漢字にも対応していれば，テレ

ホンソフトで作成し疋デタに 018第 2水準漢字があっても印字

できますが，第?水準漢字のみに対応しだフ。リンタでは印字で、き

ない漢字があります。

漢字プリンタ [MZ-1P17J以外のプリンタを使用するときは，

添付の"プリンタ選択"ユーティリティを利用してください〈オー

ナーズマ二ユフフル参照〉。漢字プリンタでないプリンタについても

漢字ガ印字できるものがあります。

だだし， BA81Cの"フ 1)ンタ選択"ユーティリティを動かし，テ

レホンソフトのシステムディスクに選択し疋プリンタの情報を書

き込む必要があります。まだ，設定内容としては漢字プリンタで

は ANK1 :漢字 21乙 ぎた非漢字プリンタではすべての文字を

イメージ印字で印字するモード?を設定します。

(注) "プリンタ選択"ユーティリティの登録プリンタで，次のプ

1)ンタについては注意してください。

MZ-80P4B 1 
j 漢字印字ができません

MZ-80BP5 J 

MZ-80P6 

CZ-800P 

CZ-80PIく

CE-515P 

CZ-8PP2 

0オートダイヤル

モデムホンガLill¥要です。

Oデータ通信

指定のフォーマットCDM，はがき，

到筒など〉臼字は保障できません

モデムホンまだは音響力ブラガ必要ですが，音響力プラの場合

操作手)11買がことなります。本書では別売のモデムホン CMZ-1X1の

をモデルにして解説しています。

Oデータ変換

特別なものはいりません。
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l本書の読みかだ

テレホンソフトはデータベース機能，通信機能などを持ち，いろ

いろなことに応用できますが，目的に応じてそれぞれの章を参照し

てください。

まず本書にひととおり目を通して，使用目的ごとに
どのようなものを用意すればよいのかをお調べください

なお，第マ章でテレホンソフトの概要を解説していますので，ま

ず第?章をお読みください。

ぎだ，キーボードの墓本的な使いかたや漢字の変換方法などにつ

いてはオ ナーズマ二ユ戸ルの第2章，第6章を参照してくだ、さい。

データベースを作成し，検索・オートダイヤル・宛名印刷 | 

などに使いだいとき | 

第 1章~第4章をお読みくだ、さい。

BASICを使っているときにオートダイヤルをしたいとき

まずテレホンソフトかBASICを使って，名前，電話番号など

のデータを作成します。つぎに第6章の『データ変換』をお読みく

だ、さい。

データベースなどにフコクセスをしだいとき

第ア章のデータ通信のうち，『ターミナルモード』を中山にお読み

くだ、さい。まだ， BAS I Cマ二ユヌフルのターミナルモードを参照

してくだ、さい。

通信回線を使ってファイルの発信・着信をしたいとき

第ア章の『データ通信』を中山にお読みください。まだ， BAS 

ICマ二ユ戸jレ，オーナーズマ二ユ戸ルの通信機能などを参照して

くだ、さい。





2 

テレホンソフトで
なにができるか

テレホンソフトは，作成したデータベースをもとにして，これを

いろいろな形で応用するソフトウ工戸で、す。このソフトウ工戸を使

ってできることはつぎのようなものです。

0日時の設定

データの自動善発信などの疋め， MZ-2500の内蔵力レン夕、時計を

セットします。

Oデータベースの作成とその応用

住所，氏名，電話番号，ブ、ルフ分け(グルフ作成)，備考など

のデータを作成します。これをもとにして

*目的の項目を模索することができます。

*メール印刷(宛名印刷〉ができます。すべての印刷も，グループ印

刷もできますし，どのようなサイズlご印字するかも選べます。

*オートダイヤル

データを画面上によびだして，カーソル操作で相手をコールで

きます。まだ，データを変換してダイヤラーに引き渡すと， BASIC

を走らせているときにオートダイヤルができます。

0データ通信

回線〈構内電話回線，加入電話回線，公衆通信回線〉を使って，建

物内，遠隔地などとの情報交換ができます。

*フ戸イルの発信や着信が自動的に行なえます。

各種のデータベ スからの情報を受けだり，グループどうしで

の BBSCBul恰tinBoard Service :電子伝言板〉として，だ

がいに情報を交換し疋り，異機種パーソナルコンピュータの閏で

フ戸イルを受換をすることもできます。

* BASICのターミナルモードと同じ仕様に設定できます。RS-232

Cのパラメータ設定は画面を見ながらできます。



BASICデータファイル，

ダイヤラーファイjレ

ボイスコミュニケーション

インターフェイスを{受用
r-ーーーーー一一ーーーー一一-1

XMODEMプロトコルを4采用
したデータ通信機能

テレホンソフトのおもな内容

他のマシン

またはソフ

トウェア

テレホンソフトの構成は図のようになっています。それぞれの操

作は画面に表示されだメニューを見ながら，指示にしたがって入力

を行なう，対話形式になっています。

3 
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画面の見かた

テレホンソフトの基本的な画面表示は図のようになっています。

*200ライン/400ラインのディスプレイによって表示工1)7フガ変わ

り， 200ラインでは 7行， 400ラインでは20行になります。

*かな漢字変換は BASICと同じ操作です。読み・コード入力で漢字

に変換するほか，別売の辞書 ROMボードCMZ-1R28)がけけら

れていれば文節蛮換ができます。

*入力工リ戸はユーザーがキ一入力したものを表示しきす。

*なにを実行させるかはフ戸ンクション表示から選びます。デフ戸

イナブルフフフンクションキーを押してくだ、さい。

*現在の処理内容はタイトルに表示されます。

*ウインドウは現在の処理を助けるだめなど仁使われます。



(注)電卓を利用する場合は， 14 

ページの「アルゴ機能とテレホ

ンソフト jを参照くださいa

テレホンソフトの
データ管理

テレホンソフトのマイクロフロッピーテ、ィスクlごはつぎのような

内容のものが収められています。

* "telesoft SYS" 

本プログラムそのもののシステムフ戸イルです。

* "telesoft msg" 

本プログラムのメッセージ用のフ戸イルです。

* "telesoft co什1"

通信用パラメータ設定用のファイルです。

* "telesoft db" 

マスタ のデータベースフ戸イルで、す。

なお，同梱のディスクには，通信パラメータおよびデータベース

のサンプルガ書き込まれています。

*"電卓(calculator)"

戸ルゴ機能の管理下で動くソフトウ工戸です。

テレホンソフトはデ タをランダムフ戸イjレ〈ランダムフフクセスフ

ァイル:フ戸イル形式は BRO)の形式で読み書きします。ラン夕、、ム

ファイルは氏名・住所・電話番号などの刊牛のデータを?レコード 1

単位で処理します。このレコードはひとかたまりけ件〉の情報とい

うことです。

テレホンソフトではこの?レコードの容量〈文字長〉は初期設定で

は200文字になっています。この文字長の200文字では，英数・力ナ

などの文字なら約200字，漢字などなら約100字の範囲で氏名・住所・

電話番号その他の?レコードを作成します。文字長は，扱うデータ

の情報量が少なければ短くしだり，多ければ長くしだりもできます。

なお，ディスクに収めることができるl情報量は一定ですから，文

字長の設計によって収集で、きる最大件数は変わってき，ディスクの

使用量によっても変わります。作成しだデ タ群は，だとえば友人

関係・親戚関係・会社関係などのゲル-フに分けることができます。

そしてグループ単位のデータ管理をすることができます。

注〉このテレホンソフトでは，メンバーと呼びます。

7 



キー操作について

|テレホンソフト
テレホンソフトではデータの作成・編集(追加，訂正，削除など〉・

メニューの選択などを効率よく行なうだめに下のようにキーを使い

ます。なお， 日 十回などは回キーを押しながら囚キーを押す操

作を表します。

8 

まだ，デフ戸イナブルフ戸ンクションキーの内容はそれぞれの処

理によって変わります。画面を見て目的のキーを押してくだ、さい。

~~~iJ+ 固 項目内編集(挿入)

固 項目内編集(1抑制

丙日+困 項目内クリア

固 項目内ホーム

回 一つ前のメシパーをiさ沢

田 一つでのメンハを:刊

日 項目内編集

日 制崎忠

TA日 • 右 I日 移 動

団 柄本開始

回 附およびタイヤjレ仰断

巨日+回 検索およびタイヤjレの中断を行ないシステムにもどる

函 アjレゴ機能の実行および中止をする

日 オー トタ イヤルモ ード聞こ，夕刊ルを開始する

回 バソクスペース

回 中止



各処理にて変更する

実行

未使用

リザーブキー とする印刷

未使用

回
目
白
回
目
白
臼
因
回
目 中止

函キーを押すと現在の処理をいつだん中断し， r電卓」を利用す

ることができます。利用するにはテレホンソフトを起動するとき，

オーナーズ、マ二ユ戸ルの第 4章の「戸ルゴ機能の選択」の説明と同

動作するだめには増様電車機能を登録することが必要です。 e安定，

設 RAMボードCMZ-1R26)が必要です。

漢字入力モードで，半角入力モード〈 囚でセット)1こセットする

ANKC半角文字:23ページ参照〉入力ができぎす。と，

キーボードの力ナ配列を018配列と50音配列テレホンソフトでは，

に切り換えることができます。〈配列はオーナーズマ二ユヌフル第2章

困キーを押しながらIPLボタンを押して選択してくだ

9 

を参照〉

さい。



|デ仰や
データの扱い

10 

テレホンソフトの
使いかたの基礎

テレホンソフトのシステムディスクをまずパックフフップします。

購入時に添付されていたオリジナルディスクはだいせつに保管し，

1'¥ックヌフッフ。をしだものを使います。

テレホンソフト
システムテFィスク

保管する

フォーマット&コピー

ユーティリティー

今後，これを使う

添付のテレホンソフトは，まずパックアッフ.する

テレホンソフトのソフトウ工戸などを別のディスクにコピーする

ときは，テレホンソフトの「システムコピー」機能を使います。こ

のコピーでは，システムディスクに収められていだサンプルのアー

タを除い芝ものがコピーされます。

テレホンソフトシステムディスク

-テレホンソフト

・サンプルデータ

・電車
・その他

テレホンソフト

システムコピーによってコピーされる内容

コピーされたディスク

-テレホンソフト

(一寸を除いた他の

システム

(別に用意したテ'イスク)



テレホンソフトシステムディスク テ'ータテーィスク

|テレホンソフトの
応用について

サンプル

データ

テレホンソフト

テレホンソフトで用意されたサンプルデータの利用

データは

自介用に変更や

追加をする

(別に用意したテ‘イスク)

テレホンソフトデータはサンプルとして作成されだもので，全国

のテレホンサービスのデータ*や架空の「名前・下EL.備考ト住所・

備考 2Jなどが入っています。この項目のままでよく，しかも模索

や表示の対象ガ「名前.TEL.備考 1Jでよいのなら，このデータを

コピーしだあと，自分で使えるように変重，追加をするとよいでし

ょう。テレホンソフトの使いかだに慣れないうちは，まずサンプル

データをもとにして始めることをおすすめします。慣れてきだら項

目名の追加や削除，模索・表示の対象になる項目名などを自分で考え

るとよいでしょう(※このデータは'85年 8月現在のものです。〉。

もし，最初から自分で考えだ項目名や，模索・表示の対象項目名を

もとにデータベースを作成し疋いときは， rデータのゴピ-Jのとき

に"いいえ"を選んでくだ、さい。このときはこれからデータを作成し，

記録しておくディスク(データディスク〉に，文字長の設定などのl情

報が収められます。

作成するデータは，サンプルのような名前・電話番号-住所など(ご

限らず，いろいろなものが扱えます。

疋とえば MZ-2500用のソフトウエ?を 「ソフトウ工戸名・ジャン

ル・発売元・使用言語Jなどに分類しだり，手持ちの音楽テープを「曲

名・作曲者・演奏者・レーベル名Jなどの項目名で整理し，ワ、、ループ分

けをし疋り，模索をするなどの応用がいろいろと考えられます。

11 



テーィスクC テ4イスクB

本や雑誌の

内容管理

ソフトウェア

管理

口

口

テ'ィスクD

各種コレク

ションの整理

|防イブ数と
使いかた

12 

日

¥日
く|

日

テレホン

ソフト に二二>

口

テ'イスクA

住所・電話帳

ノ電話

¥、データ通信

なあ， r住所・電話帳J，r音楽コレクションJ，r蔵書」などのいろ

いろな種類のデータベースを，それぞれのフ戸イル名で‘?枚のディ

スクに収めておくことはできません。しだがって，目的ごとに別の

ディスクを使います。

ディスクドライブガ1基のとき

テレホンソフトのソフトウ工戸が収められ疋ディスクも，データ

を収めるディスクもドライブ、の?番を使います。

このとき，ソフトウエヌフ・データともに 7枚のディスクに収めて使

う方法と，別々のディスクを使う方法とがあります。いずれの場合

もデータドライブ、は?番|こなります。

0両方を T枚に収める場合

ディスクの，データ書き込みのだめの容量は，テレホンソフト

のソフトウ工戸ガ書き込まれている分芝、け減ります。だだ、し操作

中にディスケを入れ換える必要はありません。

0別にする場合

ディスクのデータ書き込み容量は前者より増えます。テレホン

ソフトを起動し疋ら，指示に従ってデータテ、ィスケを入れます。

ただしデータ用とシステムディスクの入れ換えが必要な場合ガ出

てきます〈通信パラメータの設定時など〉。



ディスクドライブガ2基のとき

テレホンソフトのシステムディスクはデフォルトドライブ、(通常は

?番〉に入れ，デ タディスクはデータドライブの変更で指定したド

ライブ〈通常は 2番を指定〉に入れます。

2枚のディスケとも，テレホンソフトを使い終わるまで出し入れ

することはありません。

13 



14 

アルコ機能と
テレホンソフト

フフルゴ機能は， MZ-2500ガBASICやテレホンソフトの状態のと

き， 凪キーを押すことによっていつでも呼び出せる特殊処理機能

です。

テレホンソフトで使える機能には"電卓"がありきす。

"電卓"はその名の通り， MZ-2500を電卓として使うものですo10 

進数による一般的な四則演算のほか， 16進数による演算も行広えま

す。くわしいことはオーナーズマ二ユ戸ルの第 5章を参照してくだ

さい。

まだ， BASICで使える戸ルゴ機能として"オートダイヤラー"が

あり，コールし疋い相手の模索や自動ダイヤルのほかにリダイヤル

(再ダイヤjレ〉などの機能を持っています。この機能を使うだめには，

テレホンソフトの『データ変換Jを使って BASICのシステムディス

クにダイヤル用のデータを書き込みぎす。

で

能

作

可
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成
ン
作
|
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|
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ノ一ア

データの相互交換



|データの変換

まだ，出荷時にはテレホンソフトのシステムテ、ィスクには戸ルゴ

機能は登録していません。増設RAMボード CMZ-1R26)を増設し

ディスプレイガ400ラインのときに登録できます。

フフルコ‘機能はファイjレlこ書き込まれた7フルゴ機能用のソフトを，

システムの立ち上げ時にメモリに読み込みます。いちど読み込まれ

た戸ルゴ機能は，函キーを押すだびにメモリから呼ばれて指定の内

容を実行します。

テレホンソフトで作成し疋データのうち，電話をかけるために必

要な項目〔例:名前の読み・名前・電話番号〕をダイヤラ 用!こ変換し

て引き渡し，定とえばこれを BASICのシステムディスクに書き込

めば， BASICの立ち上げとともに読み込まれて， BASICを使っ

ているときにも自動ダイヤルできます。

ま芝，ダイヤラー用に使うデータを BASICで作り，これをテレ

ホンソフトのデータにすることもできます。このときは，ます、 BASIC

からテレホンソフトへと変換し，つぎにテレホンソフトからダイヤ

ラーへと変換します。

15 



16 

テ、ータが多くなってきたら

iテレホンソフトでは，システムメニューから，次の処理に移る場

合，データガ多くなると 100件分のデータを読み込みます。この

とき，システムで設定されている順に読み込むだめに，データを追

加登録すると画置が出るまでに時聞がかかることがあります。こ

のような場合は，第 2章データ設計の説明にしだがってデータコ

ピーを行なってください。このデータコピーは，コピーとソ ト

〈並ひ、換え〉を同時に行なっています。

2.高速模索をより高速にするだめには，第 2章の項目作成にある高

速模索対象の項目に，使用頻度の高いデータを入力してください。

まだ，この項目データも，漢字よりは，数字， 7フルフ戸ベット

CANK: 23ページ参照〉を使用するζ さらに早くなります。



第 且
早



|はじめに

メインメニュー

18 

データ設計

メインメニュー画面には，現在の時刻表示とともに 6つの処理内

容が表示されるので，ブフ戸イナフソレフ戸ンクションキーを押して

選びます。

テレホンソフトの起動時，各処理の終了時にこのメインメニュー

!ともと、ってきます。

MZ-2500のモードスイッチガ f2500Jになっていることを確め，

添伺されだテレホンソフトのシステムディスクをマイクロフロッピ

ーディスクドライブ、の?番!と入れ，電源をオンにしてシステムを立

ち上げます。

メインメニューのとき囚キーを押すと，データ設計に入ります。

データ設計では，あつかうデータをどのような形!とするのか，ど

のような項目を入れるのか，どのようなグループlごするのか，プリ

ント戸ウトはどのようにするか，などをきめます。

メ二ユーは全部で4つに分かれています。ここでは白キーを押



データ設計のメニュー画面

|基本設計

データ設計(基本設計)

メニュー

して，基本設計を選んだ、ときの操作を解説します。頂自作成・グルー

プ作成・レイコフウト作成はそれぞれつぎの節を見てください。

ここでは，あつかい疋いデータの?件あだりの量を考えて文字畏

をきめだり，それをもとにして新しく設定した文字長の情報が入つ

疋ディスクを作るだめ，デ タブィスクからのコピーを行なつだり

レます。

デ タ設言十のうち文字畏の設計がよくわからないときは，テレホ

ンソフトによってあらかじめ設定〈初期設定〉され疋データ文字長(200

文字〉のままにしておいてくだ、さい。

なお，テレホンソフトのシステムソフトをコピーする機能があり

ます。パック戸ツプはBASICのフォーマット&コピーユーティリ

ティを使います。

19 



|システムコピー

20 

基本設言十メニューのとき，日キーを押して「システムコピーJを

選びます。

システムゴピ は添げされたテレホンソフトガ入っ疋マイク口フ

ロッピーテ、ィスクの内容のデータ部分を除いて，別lこ用意し芝マイ

ク口フロッピーディスクに複写することです。

しだがって，ます、つぎのものを用意します。

Oフォーマット清みの新しいマイクロフロッピーテ、ィスク

フォーマットの方法がわからないときはオーナーズマ二ユ戸ル

の第 5章を参照してください。もし，現在のメニューを選んでい

るとき，フォーマット済のマイクロフロッピーディスクガ手もと

になければつぎのどちらかを選びます。

*システムゴピーをしない〈次回にする〉

[中止Jキーを押してテ、ータ設計メ二ユーにもと、る

*手もとにフォーマットされていないマイクロフロッビーディスク

があり，それをフォーマットしだい

まず，本体の電源をオフにしてテレホンソフトを終了した後，

BASICを起動しにフフオ「一マツト&コピ一"ユ一テイリテイを{使霊つ

て物理的フオ マ、ツソトおよひ

と，テレホンソフトを起動し，システムコピーにもどる。

「ーーー一ー一一一一一一一一一-，

二れをイ吏う

システムコピーとイ吏用するディスク



(注)システムコピーは， 2 0デ

ィスクにはできません。

0テレホンソフトのシステムディスクをどのドライブに入れるかを，

画面のをのディスクの ['1234jの数字から選びます。すでにドラ

イブの?番にシステムディスクガ入っているはずです。

~のディスクの r 1 jの数字ガ白色の点、滅表示になっていれば，

そのまま[設定]を押してくだ、さい。もし，システムディスクガ?

番以外のドライブ、、に入っていれば， 日 目キーを使ってシステム

ディスつが入っているドライブの番号に合わせ[設定]を押しますo

Oフォーマット済の新しいマイクロフロッピーディスクをドライブ

の 2番に入れることにしぎす。

0新しいディスクは 2番に入っているので，石のディスクの白色の

点滅表示が r2.]になるように， ~~キーを操作して[設定]を

押します。

* 1ドライブタイプCMZ-2511)ではこのとき，両方とも?番を選ん

でください。

* 1ドライブ， 2ドライブ、とも，新しいマイクロフロッピーディス

クはまだドライブに入れないようにします。とくに?ドライブタ

イプでは，このときシステムディスクを出して新しいディスクを

入れるとコピーができません。

ここまでの操作でつぎの設定ができまし疋。

1 システムディスクをどのドライブ、に入れるか。

2 :コピーしだいディスクをどのドライブlご入れるか。

2つのドライブ、の設定をすると，直面が蛮わります。

いままでの設定と，画面の表示ガ合っていることを確認してくだ、

さい。もし違ってい疋ら〔復帰〕を選んでもういちど，最初のメニュ

ーに戻ってやりなおしをします。

確認をして正しければ，設定にしだがってシステムテ、ィスワをド

ライフ1番に〈すでに入っているはずです)，新しいディスクをドラ

イブ 2番に入れます。

* 1ドライブタイプではまずシステムテ、ィスケをドライブ、に入れて

おきます。

0用意ができ芝ら[実行]を押してください。しばらくするとコピー

ガ終わります。コピーのあとは，添げされだシステムディスクは

しまっておき，いまコピーし芝ものをシステムディスつとして合

21 



テーータ設計メニューからデータ

ドライブの選択をする

|データ防イフ
の選択

22 

後使います。

* 1ドライブタイフでは，画面の指示にし疋がって操作をします。

0コピーが終わると「終了致しまし疋，どれかキーを押してくだ、さ

し¥_jのメッセージガ出ます。このメッセージガ出だら，いずれかの

キーを押すと基本設計メニュー(こもと、ります。

*コピーが正しく行なわれないときは工ラーメッセージガ出ます。

つぎのことに注意してください。

0新しいディスクガ書き込み禁i上になっていないか。

Oディスクの入れ万がまちがっていないか。

Oフォーマット済かどうか。

0200タイプの，正しいマイク口フロッピーテ、ィスクかどうか。

図の画面のとき白キ を押すと，データドライブの選択メニュー

になりぎす(システムディスクのライトプロテクトタブを上げて書き

込み可能にしてくだ、さい。〉。

このメ三ユーでは，デ タを読み書きするドライブ番号を指定し

ます。ドライブは 1-----4番の中から指定します。 Tドライブ、タイプ

では?を， 2ドライブタイプでは七まだは 2を選びます。

画面にはけら 4 までの給が出ていますo~キーを使って白色

の点滅表示を指定のドライブに合わせ， [実行]を押してください。



|データデ仰
の作成

ANK 

Alphabet (アルファベット)，

Numeric(数字)， Kana(力ナ)

の総称，半角文字とも呼ばれ

ます。ANKは 1/¥イ卜のコー

ドで扱われます

デ タディスクの作成とは，これから作成するデータをどういう

形で処理するかをきめて，それをデータディスケに書き込んでおく

ことです。まだ，データのコピーを行うことにより，データの読み

込み速度ガ上がりますので，新しいデ タを登録しだときにはデー

タのコピーを行うようにしてくだ、さい。

もしシステムディスクと同じ方法〈文字長200文字〉でデータを作

成するのなら，文字長(レコード畏〉を設定する必要はありません。

作成するデ タの文字畏を変憂するときはこのメニューの中で、実行

します。

日キーを押し， iアータテ、イスク作成」を選びます。

Oフォーマット済の，マイク口フロッピーディスクを用意しておき

ます。

O文字畏の単位はバイト(8ビット〉です。 ANIくは?文字で打てイ

ト，漢字(全角文字ともよばれます〉は?文字で 2バイトと数えま

す。

バイト数の設定はつぎのように考えます。

* 1件のデータ(ごどのような項目を入れるかをきめる。

*それぞれの項目に何文字ぐらい入れるか(半角で何文字，全角で

何文字〉をきめる。

*この 2つの条件からバイト数をきめる

文字長

|氏名の読み| 氏 名 電話番号 住 所 lレコード ( ，件のデータ)

氏名の読み 名 | 電話番号 | 住 所 I 1レコ ード

54| 氏名の読み 氏 名 電話番号 f主 所 I 1レコート

氏名の読み 氏 名 電話番号 住所 lレコード

レコードと文字長

23 



データ文字長の入力

|データのコピー

24 

0データ文字長は最大で1000/'¥イトです。

。設定データ文字長(こよって， 1枚のマイクロフ口ッピーテ、ィスク

に収めることができる最大件数〈最大4000件〉が変わります。

/文字長ガ短かければ多くの件数1
1. . __ ._ I ガ入力司能となります0

1文字長ガ長ければ少しの件数 f 

0添付のシステムディスクはデータ文字畏は200文字に初期設定(ア

フォルト値〉されています。

図のような画面になっていますから，画面の下のカーソルガ点

滅している場所に数値を入力し， [設定〕を押します。

*初期設定の文字長でほとんどのデータガ処理できますから，この

ままでよかっ疋ら数値を入力しないで〔設定〕を押します。このと

き，データ文字畏は200文字になります。

画面はつぎに「データのコピーをしますかJときいてきます。

orはいJを選ぶと，いま設定しだマイクロフロッピーテ、ィスクに

作成済のデータを，設定されだデータ文字畏に基いてコピーをする

機能に移ります。

orいいえ』を選ぶと，いま用意しだマイクロフロッピーディスク

にデ タ文字長を設定する機能(こ移ります。

『いいえ』を選んだ、ときは次ページの図のような画面になります。

用意しだテ、ィスクを入れるドライブ、番号を|ア戸 jキーで選んで[設



データコピーをしないとき

定]を押してください。指定しだドライブ、にマイクロフロッピーデ

ィスクを入れだら[実行]を押します。

これが終わると基本設計メニューへもどります。

データの内容を

変更して. 自分

周にイ吏えるよう

にする

データディスクの作成のおもな流れ

25 



データコピーのときの画面

データディスクをコピーする

26 

「はいJを選13¥と図のような直面になります。

0別に用意しだ作成済のデータディスクを用意しぎす。

Oゴピーをし疋い新しいディスクを別に用意します。

Oコピー元のデータテ、ィスクCOATA018K)をどのドライブ番号に

入れるかをきめます。白色の点滅表示ガドライブ番号を表します

l TAB ~キーを使って番号を選び， [設定〕を押しだら直面の石の給の

操作になります。

新しいディスクCNEW0181<)をどのドライブに入れるかをき

めてC2ドライブタイフでは 2番を選びます〉【設定]を押します。

O画面は図のようになって，データテ、ィスクと新しいデイ/ぐソを入

れるドライブ、を表示します。正しければ[実行]を押します。



コピーが終わり，し司rれかのキーーを押すと基本設計メニューに

もどります。

*コピーか、できないときは工ラ メッセージガ出ます。新しいディ

スクガ書き込み禁i上になっていたり， ドライフ、に正しく入れられ

ていなかっだり，などの原因ガ考えられるので，もういちどチ工

ツクしてくだ、さい。

*データディスクの情報がすべて新しいディスつにコピーできない

ときはコピーもれのメッセージガ、で、ます。

メンバー:11牛のレコードを総称してメンバーと呼びます。

未登録最大文字数:データディスクの設定文字畏と，新しいディ

スクの設定文字畏ガ一致せず，文字長ガ短縮されていだときなど

はコピーで、きなかっだ 7メンバー最大の文字数ガ表示されます。

未登録のメンバー数:新しいディスクにすでにテレホンソフト以

外のデータガ書き込まれているなどで容量ガ不足しだとき，コピ

ーで、きなかっだメンバ一類が件数で表示されます。

このときは

o rRETRYJでもういちと、実行する。

テ、ータ文字畏の設定にもと、って，もういちどやりなおしをします。

or終了」でそのまま終わる。

この場合データ設計メニューにもどります。

例えば文字畏 200[こ設定され疋データテ、ィスクを文字畏 150に設

定しだディスクにコピーし疋場合，仮に

l未登録の最大文字叡 10文字i

l未登録のメンバー数 5 1牛!

とエラーがかかっ疋としぎす。その場合は， CRETRY ~ で文字

長を150+10くはみ出疋文字数〉以とに設定しなおし，まだ， 51牛分の

入る容量がなかっ疋ということで，容量の大きいディスクに差しか

えるか，あるいはデータベースに戻りデータディスケの件数を 5

1牛分削除して，再度データコピーの処理をするかにしてくだ、さい。
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項目作成画面

28 

項目作成

データ設罰メニューのとき，日キーを押すと図のような項目作成

の画面になります。

0項目作成では作成するデータの項目をきめ，その項目に名前 o頁
目名〉を与えます。

0項目数は最大で刊です。

0項目名は ANKC半角文字〉なら16，漢字〈全角文字うなら8文字以内

で与えます。

0項目名を入力する欄のをの数字は項目番号を表します。

0項目名を入力する欄の石の土リ戸は画面に表示をする)11買序で，画

面に表示をする)11頁序は 1'""-' 3までの数字で指定します。

OJ頁目番号?の「名前〈力ナ)Jはあらかじめ設定〈初期設定〉されて

いる項目で，赤い色の反翫表示になっています。

0項目番号2のfTELJも同じく初期設定項目で，黄色の反転表示に

なっています。

*この 2つの項目名を変更することもできますが，オートダイヤル

時は必ず項目番号2をどんな項目内容で、あっても電話番号データ

として実行しぎす。

0項目番号刊ま高速模索の対象になる項目名です。



lレコード(設定した文関越えないこと) .1 

l Aのデータ I Bのデータ I cのデータ I" 

項目と文字長

① 

⑦ 

表示の 2を指定

① ⑦ 

⑦ ⑦  

表示の lを指定

① 

⑦ 

⑦ 

⑦ 
表示検索の 3を指定

⑦ ①①  編集などの画面で

表示される順番

表示の指定

*データ設計で作成したアータディスクを用意します。フォーマッ

ト済の新しいマイクロフロッピーディスクを用意しても， このデ

ィスクに作成したデータを書き込むことはできません。かならず

基本設計をしてから項目作成をします。

。まず項目名をきめきす。

項目番号刊まカタカナによる名前です。 ここに名前のデータを

入力しておくと， 模索のときにそれをもと|こ〈キーワード〉して

該当するものをさがします。初期設定状態の通りlこ使うことをお

29 
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項目作成の3つの操作

すすめします。し乏がつーてここはそのままにしておきます。

項目番号 2は電話番号を入力します。ここも初期状態のままに

しておくことをおすすめします。

項目番号 3からはp 自由な項目名を与え，自分の目的にあっ疋

データを入力していきます。一般的には漢字のつづりに使うと，

メール印刷などのときに便利です。まだ，項目番号 4は住所用に

使うとよいでしよう。

*設定しだデータ文字長を蓄えにいれながら，項目数をきめ，それ

ぞれに項目名を与えます。

*すでに，イ也の項目データガ入っていたとき，項目名を消して〈ス

ペースで埋める〉実行すると，その項目のデータは削除されます。

*項目名を変更したり，項目名を追加するときは[項目]を，表示J11頁

麿を変重するときは[表示]を押します。

* [削除]を選ぶと，現在のカーソル位置にある項目名や表示を消し

ます。



*削除して[実行]により登録し疋場合は，削除しだ項目数分，使用

できる項目数は減ります。しかし，データのコピーを行なえば，

再び14件になります。

*項目名の入っていないところで画面に表示するJlI買彦を入れても，

力 ソル移動しだ場合，および実行しだときに無視します。

*表示のJlI頁!予を指定しだときに，イ也の項目と同じ番号ガ指定されて

い疋場合，カーソル移動および実行しだ際に他のI頁自の同一番号

は解除されます。

項目名，表示の指定はまとめて[実行〕を押します。

項目名の入力は[項目]を押し，入力し疋いところにカーソルを

移動させます。 項目の入力を終えだら[表示]を押し，表示をしだ

い項目にカーソルを移動させ，番号を入力し，全ての準備ができ

だら[実行jを押します。

*項目名ガ入力されていないところから，つぎの項目名の入力され

ていないところへは項目移動できません。

〔中止]キ でこのメ二コーを終了すると，画面はデータ設計メ

ニューにもどります。
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|データの作成
について
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ここでは実際のデータを入力するときの考えか疋を説明します。

0項目番号?の「名前(力ナ)Jには，半角文字によるカタカナを使

います。キーボードを力ナモードにして入力します。

*姓・名というように入力するときは，姓と名の閏をあけるか，あ

けないか，あけるとしだら 1文字分にするかなどをきめ，その

ルールにしだがうと模索などのときに困りません。

*よい例

姓・名として，間を?文字あけるルールを守る

シノダイスケ(篠大介〉

シノダイチロウ〈篠田 一郎〉

ウ 工ノ ケンイチ

モトミヤ ショウイチロウ

*わるい例

ルールを守らず，パラパラになっている

シノダイスケ

シノダイチロウ

ウ工ノケンイチ

モトミヤ ショウイチロウ

crシノダ」で模索したとき，篠田と篠が出てくる〉

0漢字による入力は，巨Eキーで力ナの読みに対する漢字がさがせ

ます。直ーでは，ひらがな・カタカナなどになりますo 杭別

売の辞書 ROMボードCMZ-1R28)を付けると文節変換などがで

きます。くわしいことはオーナーズマニュアルの第 6章を参照し

てくだ、さい。



グループ作成の画面

グループ作成

作成し疋データを目的ごとのグループに分け，データを効率よく

利用するのがグループ作成です。

0データ設計メニューで 、F3Jキーを押すと， (グループ作成〉の画

置が出てきます。

O作成したデータは，最大で仰のグループに分けて指定することが

できます。

01グループは最大で991牛まで登録できます。

0グル プ名には自分できめた，おぼえやすく，使いやすい名前を

入力します。なお，グループ名に"SYSTEM"というつづりは使

えません。これは作成しだデ タ全体を表している名前で，テレ

ホンソフトのシステムガ予約をしたものです。表示されている件

数はア タのグループ単位の総件数です。

0グループ名を入力しだら，備考欄にグルーフ分けの内容がわかる

ように入力します。「九州キーで備考欄に移ります。

0グループ名-備考の入力が終わつだら〔実行]キーを押します。

[中正]キーを押すとブ、ループ作成が終わります。

0グループ名がつけられたフ?イルガ作成され，ディスクにその名

前のフ戸イルガ作成されます。ただ、し，この時点で入力し疋デー

タがそれぞれのグループファイルに登録されるわけではありませ

ん。
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*グループ名ガ入力さ杓ていないところから，つぎのグループ名の

入っていないところへは移れません。

「一ーーーー一一一

| クルーフ3

L一一一一一一一

「土~2-1

7Yイル名 "SYSTEMのテータファ イル

(クル フ 1. 2. 3はそれそれクルーフフ ァイル名力、つけ勺れる}

登録された全データとグループの関係

クルーフ l

一括登録は，芝とえばデータを検索して，目的のグループごとに

分け疋り，データをグループ指定してから行ないます。第 3章の一

括登録も参照してください。

O[削除〕を押すと，'7、ル-フ名・備蓄・件数をスペースで埋めます。

削除すると，そのグル プはなくなります。ただ、しデータそのも

のはシステムからは削除されませんくグループとしての呼び出し

ができなくなります。〉。



グループ作成の操作

O[実行]キーを押して登録するときに， '7"ループ名がすべて ANKの

スペースの場合， 削除とみなして処理します。

フ、ループ作成ガ終わつだら， [中止〕キーを押して終了してくだ、さ

い。 直面はテ、ータ言宣言十メニューに移ります。

1 新規|こデータを作成し，グループ分けをする場合

項目作成をし，'7‘ループ作成をしだもので，まだ、データガ作成

されていない(登録メンバーが O人のとき〉ときは，まず編集画面

にいきます。

ここでそれぞれの項目に対するデータを入力し，すべてのデー

タ入力を終えたら[追加登録]キーを押します。

35 



36 

これで新規作成は終わりました。画面はまだデータベース(模索〉

lこもどります。グループ分けは，つぎに説明するデータの変重ま

だは追加と司じになります。

2 :データを変更する場合

データの変更には 2種類があります。

A:データディスクの設計でサンフルデータを他のディスクに『デ

ータコピ-，ijをしてあり，それを自分間に変重〈訂正〉する場合。

8:新規作成をしだものを変更する場合。

どちらも操作は同じですが， Aの場合は全面的な変更， 8は部

分的な訂正になります。編集画面にいき，修正，追加，削除などを

しだあと[変更登録]キーを押し，どのグループに入れるかを決め

て[実行]キーを押します。

3 :追加登録をする場合

これも同じく編集画面のとき変重，追加，削除などをし疋あと，

[追加登録]キーを押し，どのグル プに入れるかを決めて[実行]

キーを押しぎす。



印刷レイアウト作成画面

レイアウト作成

ここでは作成しだデータをプリンタに印刷するだめのレイ戸ウト

作成をします。データ設罰メニューから囚キーを押します。

このレイ戸ウト作成は，作成しだデータをどのような形でプリン

ト戸ウト(印席IJ)するのかをデザインする機能です。レイ戸ウト作成

は，だとえばつぎのように蓄えるとよいでしょう。

*いまデータはつぎのようになっているとしましょう。

データ 1 姓名

データ 2:住所 〈県名・市名・町名・番地名〉

データ 3:備蓄 〈会社名・所属部署名〉

*レイ戸ウト作成で，だとえば様式名xxとし疋ものは

(例〉

2 住所

3 備考

姓名様

とします。
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*別の様式名 yyとし疋ものは

〈例〉

2 住所 3 備考

姓名様

というように作成します。この例の「様」はデータそのものには

書かれていないもので， [文字入力]ルーチンで作成することができ

る固定印字です。

このように，目的に応じだレイ戸ウト作成をし，それlこ様式名を

つけてディスクに収めておきます。 つまり印刷用様式を作成するこ

とです。

テJイスフレイ

この臼刷レイ戸ウト作成の手)11買は

1 .用紙選択

2. レイコフウトをきめる

3. フ戸イル名を設定する

になります。

DMED刷用フリンタ用紙

DM用紙と画面との対応

。用紙はそれぞれの様式に合つだ用紙のタイフ。CDM-1，2， 3C一般

の80桁用紙)，葉書，到筒]を指定します。ダイレクトメール用の，

裏にノリのつい芝郵送用シールがありますがそのタイプを指定し

ます。なお，実際にその用紙を使わず，だとえば普通のプリンタ



巨ヨ 巨壬 巨E
4霊式呼出 J ・ 1 項目一向

サンフル::n.1'lj

議式編集 領i或指定

中止 項目番号

合員I或削除

文字入力

登録

中 止

様式作成 用紙1笠f尺 右邑i或指定

項目番号

中 止 ~~j或削除

文字入力

ミ手 録

中止

4量式
削除 l 実行

中止

印制レイアウト作成機能図

用紙を使っても，指定しだ郵送用のシールに合つ疋形式で、印刷さ

れます。

。様式名には，どのような印刷の様式なのかが分かる名前をつけま

す。

Oフ戸イル名"SYSTEM"はこのデータのマスターファイル名なの

で，これは付けないでくだ、さい。

テ、ータ作成済のテ、イスケをドライブlこ入れます。どのドライブ、に

入れるかは第 2章のデータ設計で設定しだものにし芝がいます。

O[様式作成]は印刷レイ戸ウトを新規作成する機能です。

O[様式呼出]は現在カーソルがある位置のフ戸イルを呼び出してレ

イ戸ウト言宣言十の検討をするときなどに便利です。 用紙のタイプを

変要することはできません。

O[様式削除]は現在カーソルがある位置のレイ戸ウトファイルを削

除します。

それぞれの処理内容は上の図を参照してくだ、さい。

39 



40 

[様式イ乍成J(巴〉を押すと，画面は用紙の選択になります。そ

れぞれの用紙のサイズと，用紙のならびかだは図のようになってい

ます。ウインドつに表示される用紙を選んで[実行〕キーを押します。

選んだ、用紙のサイズガ画面に出ます。選びなおすときは[復帰]を押

すと前の画面にもどります。

指定が終わったら[様式編集]で編集ルーチン， [中ltJで印刷レイ

戸ウトの初期画面にいきます。

1)各用紙1枚のサイズ

W H K G 
4 一一一一W一一一一ー

3，90 1生
e
' DM-1 39 10 

!日 DM-2 2 ~ 
.. 

1 ~ト 25 10 

DM-3 (80桁用紙)

葉書 40 34 

封筒 36 48 
4 一一一一-K一一一一+

Kは桁数(単位は0.1インチ/ANK文字)

Gは行数(単位は 1もインチ)

2) DM用紙

DM-1， DM-2 DM-2 

※ANKの l文字は10CPI(幅凡インチ)として設計されている

※台車氏はWxH=9・xll・の トラクタ フィー ドタイフフォールド紙

DM用紙はすべてつぎのビッチで台紙に貼られている

) *ltの両端からDM用紙の端までの寸法=沌インチ

DM用紙問の間隔はすべて%インチ



印刷レイアウト作成

編集の初期画面は図のようになっています。

O領域指定:データ印字領域の設定をします。

0項目番号:指定したデータ印字領域に，臼字する項目名を番号で

指定します。

O領域削除:設定しだ領域を削除します。

0文字入力:項目領域外に文字を入力します。終え芝ら〔中上ヒ]を押

します。

O登録 :印刷レイアウトフ戸イルの登録をします。

O中 正 :中止をして用紙選択画面にもどります。

*印刷レイ戸ウトファイルは最大14までです。

*項目領域と文字領域を合わせて， 32領域までにしきす。 まだ，そ

れ以内の領域数でも5121¥'イトのパッフフフガいっぱいになってもそ

れ以上の領域指定はできません。

領域指定〈臼〉

指定しだ OM用紙の枠ガ画面に出ますから，その中のどこに臼字

をするかを指定します。 2行以上の領域では，を」こと石下の 2点を

指定し(回，囚，巴，白キーで指定し，日で設定します〉

この 2点を対角線とする四角が印字領域になります。決定すると，

つぎに項目番号の指定ル チンになります。
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項目番号の指定 〈白〉

いま決定しだ領域のどの部分にどの項目名を印字するかをきめま

す。 項目は項目作成で指定したもので，それぞれ番号で指定します。

印字しだい領域にカーソルを動かし，項目番号を入力します。もし，

領威指定以外にカーソルを動かし項目番号を入力すると工ラ がか

かります。

なお，すでに指定し疋領域の番号の変更もできます。

(中止を選んだとき )

編集のおもな処理の流れ

領域指定と文字入力の考えかた



領域削除 く白〉

領域削除を選び，カーソルを削除し疋い領域に移動して[実行]を

押すと，カーソルのある領域の指定ガ解除され，反車E表示されてい

る範囲ガノーマルな表示lこもどりぎす。反転表示の中なら，どこに

カーソルを置いてもかまいません。

登録 〈囚〉

決定しだレイ戸ウトを登録〈様式名の指定〉します。文字数はAN

Kで 16文字以内にします。データディスつがドライブに入れられ，

書き込み可能になっていることを確めてくだ、さい。

様式名を〔設定〕し終わつだら[実行]を押しきす。

呼出しだ様式名と同じ様式名で[実行]を押すと，前の様式ア タ

ガ変重されます。

文字入力 〈日〉

領域lこは?件?件内容の変わるデータガ印字されますが， 00様

などの「様」や，発送元の名前などの固定し疋文字情報を DM用紙

などに印字するときl乙この文字入力をしぎす。だだし?領域に ANIく

で250文字以内とします。

カーソルを指定領域枠外に置いて， [入力開始]を押すと，文字入

力ができます。終わったら〔入力終了〕を押します。もしもういちど

入刀をやりなおすときは，再び〔入力開始]を押してください。なお，

領域内!こ文字入力はできません。終わつだら〔中i上]キーを押します。

*入力をしていくカーソルはきEから石にしか移動しません。右端に

きだカーソルはつぎに 7行下の画面のを漏lこ移動するので注意し

てくだ、さい。まだ，いちばん下の石婦にカーソルガきだとき，画

面はスクロールしまぜん。

*文字入力のときの編集はつぎのキーを使いますo

[SHIFT)+園:文字の挿入

園 :文字の削除

@HIFT]+図:文章全俸の削除

巴 :パックスペース

*カーソル移動キ は償万向のものだけ育効です。
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|呼び出し機能

44 

Ul日1]l_ノイプコウ卜~作成の初期画面のとき[閉式呼出]を押弓と，メイ

ン画面の部分は初期画面と同じようになりぺ項目 白]ぺ株式編集〕，

[印刷]などが圃直の下に表示されます。

この呼び出し機能では，レイ戸ウト作成し疋ものが，ねらいどお

りに設計されているかどうかなどを確認号するのがおもな目的です。

なお，編集は前節と同じ操作になります。

01員自主う一員は現在選択されているデータの項目名ガウインドウに

表示されます。 項目名ガ多く，未表示部分があるときはカーソル

移動キーを使って見ることができます。

O印刷は呼び出し疋レイJフウトファイルで，システムの 苔初めの

データを使ってサンフル印字をレます。プリンヲをセットして，

〔実行]を押します。印字が終わったらまだ呼び出しの画面(こもど

りまとす。

。編集は，いま説明しだものと同じです。



弟 立
早



データベースの初期画面

|おもな処理

検索バッファ

ファイルへ出力するために

テータをためておく働きをし

ます"ファイルへの書き込み，

あるいは転送を実行すると，

データはハッファからファイ

ルへと移されますう

46 

メンバー編集

メインメニューから臼キーを押してデータベースを選ぶと，作成

データを編集したり，印刷し芝り，模索をするなどの処理ができま

す。このメ二斗一画面u図のように/ぶっていま弓。

0データの模索

。グループ呼び出し

0メンバー編集，削除

O一括グループ登録

〈注:画面の)11頁番とは違います。〉

以よの 4つがおもな処理内容になります。

*横索lこついてはこのデータベースの初期画面から直接できます0

2 ー 霊 っ て 模索闘を指定〈干ーで入力終了〉し，

模索をしたものは模索パッフ戸に送ら杓ます。このパッフ?に芝

められだものをグループ登録しだり，印刷をすることができます。

しだがって，データの新規作成のときは，まず模索を行ない，じ

ようずなグループ分けなどをするとよいでしょう。

。作成済のデータガ入ったディスクをドライブに入れます。ドライ

ブは第 2章の「データ設計」で設定しだ番号を選びます。



|編集の方法

編集画面

データベース一覧と編集のおもな流れ

〔日芋出]を押すと水色の帝がかかっ-てい疋デ タか呼び出され，図

のような画面になります。

0項目作成で入力し疋項目ガ画面に表示されま司。

03:の欄には項目作成で与え疋項目名ガ表示され，その石に入力し

疋データガ表示されます。

)直面のを端にスワ口---)レマーク (JL， 1 -)ガ出ているときは，力

一ソルでスク口一ルすることができます。
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変更と追加の考えかた

1 内容を変更したいとき

呼び出したデータはカーソル移動キーなどを使って内容を自由に

変更することができます。すべてのデータを変更するときは.[デー

タ消去〕を押してから〔実行]キーを押すとデータガ消去されます。

データを変更しだあと. [変更登録]を押すと，変更しだ内容が登録

されます。疋だ、しこの変重は，画面の石の欄(ごついての内容の変更

についてだ、けです。 I頁目名そのものを変更するときは第 2章の項目

作成を参照してください。なお，すでにグループ登録されていると

きは，ウインドつにつ、、ループガ表示され. i喬」の表示が出るので日

データがどのグループかを知ることもできます。 ぎだ，カーソルキ

ーと~キーを使ってクループの変更もできます。

2 データを追加したいとき

追加しだいテ、ータがあっ疋ときは，表示されている内容を変更入

力しだあと， [追加登録]を押します。画面には，図のように設定し

だ項目名が表示されるので，それぞれにあてはまるデータを入力し

ていきます。

0入力しだデータをグループ登録するかどうかを.[三Eキーを使つ

てきめます。登録するときは「育」にします。

0準備がととのつだら[実行〕キーを押します。これで新しく追加し

芝データガフ戸イルに書き込まれます。
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*続けて追加をしだいときは，同じ方法で追加登録していきます。

*呼び出しはどのデータでもかまいません。追加し疋い内容lこよく

似ているものを呼び出すと，内容の変更が効率ょくできます。

* RDCljダイヤル〉のデータは呼び出すことができません。

*変更あるいは追加登録しだものは，つぎにケ、、ループの変重登録を

するかどうかになります。グループ登録をするかしないかを選択

して〔実行〕を押します。

3 現在処理中のデータを印刷しだいとき

C印刷]を押します。臼刷ができるのはいま画直に出ているデータ

です。ウインドつの印刷用様式名から目的のものを選んで[設定]を

押 します。 画面は臼刷の準備になりますから， それでよかっだら

[実行〕を押します。印刷ガ終わると画面は編集画面になります。[中

止]で編集画面にもどります。
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|一括登録

一括登録の画面

50 

一括登録と
メンバーの削除

ここではブ、ループの登録と，メンバー〈データ〉の削除を行ないま

す。

データベースで模索したものは〔一括登録]を押すと，図の画面に

なり，グループの登録ができます。

。呼び出しだ時点では， *襖実索さ才杓1だ結果のデ一タガ

入つていEまrすO

0登録されるデータは模索パッフ戸に入っているものです。?グル

ープで最大99件までの 括登録ができます。

0模索パ、ソフ戸にデータを入れるためにはまず模索をします。

0ウインドつには第 2章で処理をしだワ、ループ設罰のフ戸イルガ、表

示されます。

ウインドウに反監表示されているブ、ル-フ名に登録されるので，

目的のものを囚，囚キーで選び， [実行]を押します。

登録ガ終わると初期画面にもどります。



|メンバーの削除

この画面からl削除1を押す

図の初期直面のとき水色の栴かかかって反転表示されているもの

が削除の対象になります。カーソル移動キーを操作して目的のデー

タを選び， [削除]を押してから[実行]を押すとデータガ削除されま

す。

01件の削除が終わると，削除し疋いデータの後にあるデータ群は

ひとつ前に詰められます。

0削除を途中で中止しだいときは[中i上]を押します。画面は初期画

面にもどります。

* ROCリダイヤル〉のデータは削除できません。

51 



印刷選択画面

52 

印刷

データベースの初期画面のとき， [印刷]を押すとプリンタへの臼

字ができます。 印刷には 2つの方法があります。

0一覧印刷

第 2章の[項目任成〕の，表示/模索の対象に指定しだ項目(直面仁

表示している内容〉を印字します。

0内容印刷

第 2章の[印刷レイ戸ウト作成]にしだガ、って印字します。ウイン

ドウにレイ戸ウトの様式名ガ表示されるので，目的のものを巡ん

でください。

*印刷をしだいテデ、 タガあらかじめ決まつているのなら，cま長ず債索

やフ

と目的のものだけズガブ印字さ才れ1ますO

模索やブループ呼び出しは，それぞれこの章の次節以降解説して

います。

図の印刷の画面のとき， [一覧印刷]を押すと，画面に表示されて

いる項目を印字します。 一一覧印刷ではこの表示項目を印字します。



最後のテータ

表 示 検 索 のl 表示 1食会の3 表示償索の2

データAI データ 81 | デタ~ データ01 データ EI | データ FI

7 
データ A2 データ 82 テータC2 データO2 データE2 I データ F2

、
¥ 、、

テータ Ae テータ 8e データCe データOe テータ Fe

o I 

。| No 1 
o I 〔名前(カナ)) ヨシダ ユキヒコ。l (名前(漢字)) 吉田

o I 
(TEL) 03・

。|

一覧印刷の考えかた

準備ができだかどうかを確認するメッセージガ画面に出ますから，

プリンタの用意ができだら〔実行]を押してください。

0データ群の中の特定のものを指定して印刷することはできませんo

O中正しだいときは[中広]を押します。データベ スの画面にもど

ります。

O[復帰〕を押すと，印刷選択の画面にもどりますから，またレイ戸

ウトの禄式名の選び直しガ、できます。

0一覧臼刷の項目を変え乏い，たとえば，現在は姓名・住所・電話番

号ズブ臼刷されるのを住所・姓名だけにしだいときは，第 2章の「項

目作成』にもどって変更をします。

0印刷終了後はデータベース画面(こもどります。
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|内容印刷

内容印刷画面
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印刷選択画面から〔内容印刷]を押すと，模索パッフ戸にあるデー

タを臼刷様式名にしだガつ疋形で印刷します。

ウインドウlこは設計酒の様式名が表示されます。この中から目的

のものを選んで臼刷できます。囚，凹キーを使って様式名を選ん

だ、ら〔設定]を押します。

画面には準備ができだかどうかを確認するメッセージガ、で、ます。

プリンタ側の準備ガできたら[実行]を押します。

0中正しだいときはf中正〕を押します。画面は最初のデータベース

にもどります。

O[復帰]を押すと様式選択ウインドつにもどります。

0印刷レイアウトをZ変更するときは第 2章を参照してください。



検索入力の画面

|画面の見かた

検索

模索とは，作成しだデータの中から目的のものをさがす操作のこ

とです。第 2章の[1頁自作成]で，表示、/模索を指定し疋最大 3項目の

中からどれかを指定して模索します。

データベースの初期画面のとき，1 TA8 iキーを使って模索項目を選

びます。画面はだとえば図のように怠っています。

。直面さEの番号は表示している順番を表しています。画面に表示さ

れているデータのつぎを見るときは [[Jキーを押します。逆に前

にもどるときは凹キーを押します。

0番号の右には，入力し疋データのうち，項目作成で指定したもの

(3項目〉が表示されます。

0画面の土には項目作成のとき，扱うデータに与えだ項目名が表示

されています。日A8Jキーを使って赤色の反転表示を動かすと，模

索をしだい項目名の上を表示が動きます。目的の項目を選び，模

索文字の入力をし官を押すと，その項目で，指定をしだものと

条件ガ合うデータを模索し，画面に表示しますo

O水色の反車表示は編集・削除の対象を表します。カーソル移動キー

を使って目的のものを選ぶことができます。
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|検索の例
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01回目の模索で入力した文字のあとに，追加して文字を入力する

ことができます。

例

7回目 rヤ」を入力する0 ・・・・ー「ヤ」ではじまる，すべてのデー

タガ表示されます。

2回目:つついて「マ」を入力する〈画面よでは「ヤマJになる〉ー・・…

「ヤマ」ではじまる，すべてのデータガ表示されます。

0初期状態に戻し疋いときは，グループ呼び出しを行ってください。

O模索項目が同じで，だとえば?回目の模索用入力文字と 2回目の

模索用入力文字ガ遣うときは， 1回目の結果ガ入っているパッフ

戸をいっ疋ん空にして，もういちど"SYSTEM"ファイルまだは"

グループ"ファイルを読み込んでから 2回巴の模索をしぎす。

いま，つぎのようなデータがあつだとします。ただし姓名の読み

はここでは ANI<C半角文字〉の力タカナとします。

姓名 姓名の読み 住所

山田太郎 ヤマダタロウ 東京

斉藤健一 サイトウ ケンイチ 神奈川

佐山三郎 サヤマ ジ口ウ 東京都

斉藤花子 サイトウ ハナコ 横浜

山内太郎 ヤマウチタ口ウ 東京

佐藤 JII頁 サトウ ンユン 神奈川

山口 一旦日 ヤマグチサブロウ 東京都

山本伸一 ヤマモト シンイチ 東京

山武聡 ヤマタケサトシ 東京

例 1 模索項目を「姓名の読み」にして，ヤ を入力

表示されるデータ

山田太郎 ヤマダタロウ 東京

山内太郎 ヤマウチタロウ 東京

山口 一郎 ヤマグチ サブロウ 東京都

山本伸一 ヤマモト シンイチ 東京

w武聡 ヤマタケサトシ 東京



例 2:模索項目を「姓名の読みJにして，ヤマタ を入力

表示されるデータ

山田太郎 ヤマダタロウ 東京

山武聡 ヤマタケサトシ 東京

* ANIくの力タカナに?文字の濁音や半濁音はありません。日本語

ではふつう力タ力ナの「ダ」は 7文字ですが，コンビュータの Af¥JIく

では 2文字で表し， ii夕、¥Jのようになります。しだがって，いまの

例のように模索の条件に合つだものとしと 2{牛のデ タガ表示さ

れぎす。

例 3:模索項目を 「姓名の読み」にして，マ を入力

表示されるデータ:なし

* rマJを含む姓名の読みはだくさんありますが，さがしだい文字

列(つづり〉のはじめの部分から模索をするので，条件が合わずデ

ータは表示されません。

例 4:模索項目を「住所Jとし，東京都 を入力

表示さ杓るデータ

佐山二郎 サヤマ ジロウ 東京都

山口三郎 ヤマフ、、チ サブ口ウ 東京都

* r東京都」で模索をしたので，その条件に合うデータは 21牛lこな

ります。『東京Jも「東京都Jに舎まれるように思えますが，入力

しだものと一致しだものだ、けを表示するので， r東京」を会んだ、デ

ータは表示されません。
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グループ呼び出し画面
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グループ呼び出し

データベースの初期画置から〔ブ、ループ〕を押すと， ~"ループ呼び

出しをします。

Oウインドつには，第 2章で設定しだワ、ループ任成のフ戸イルガ、表

示されます。このうち"SYSTEM"は作成しだデータのマスター

フ戸イルで，その石の件数は全データ数を表しています。

0水色の反甑表示が呼び出すワ、ループのフ戸イル名を表しています。

カーソル移動キーを使ってこの表示を上下に動かして，目的のも

のを選んでください。

O[実行〕キーでフ、、ルプを呼び出します。

O[中i上〕で呼び出しを中止し，画面|まシステムメニューにもどりま

す。

O呼び出したブタは， E日刷やオ ト夕、、イヤルなどに使います。



呼出し中の画面

オートタイヤル

テレホンソフトを使っているとき，画面に電話のマーク(フフイコン

il<on/icon像〉ガ、出ていれば，いつでもダイヤルガできます。(もち

ろんモデムホンガ MZ-25001こ接続され，電話回線につながっていな

ければなりません。〉

O電話番号は正しく，とくに市外胃番などをまちがえないようにア

ータ入力しておきます。

番号の模索

目的の電話番号は，電話一覧の画面で，カーソルを動かして，順

番にさがす万法，模索機能を使って該当するものを画面に表示する

万法，ブ、ループ呼び出し機能を使う万法などがあります。

ただ、し，電話番号l孔登録時の 2番目の項目に隈られます。(第 2

章の項目作成参照〉

番号の指定

目的の相手の電話番号のところ1こカーソルを動かします。
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オートダイヤル

日 キーを押すと，自動的に相手をコールします。

ダイレクトダイヤル

画面に目的の電話番号が表示されていなくても，ダイレクトダイ

ヤル機能を使って，相手をコ-)レで、きます。メインメ三ユーでrOIAL>J

の石にカーソルガ点滅している状態で相手の電話番号を入力し， 日

キーを押します。

相手とつながらないときの処理

相手の電話が話中だっ疋り，ゴールしても出てこないときは，つ

ぎの処理ができます。

0キャンセル

取り消しをします。[中ι〕を押します。

OIJダイヤル

[リダイヤル〕を押して，13¥芝疋ひ、ダイヤルします。

相手とつ怠がったとき

画面には現在の日時，相手の電話番号などが表示されます。 また，

通話が終わつだら通話時聞が表示されます。

*ターミナルモー卜ごを利用する場合

オート夕、イヤル後，

r*ターミナル通信したい場合は[通信]キーを押してください」

というメッセージガ出ますので，日キーを押すと自動的にターミ

ナルモードに入ることができます。8.8.S.などをフフクセスする場合iご

は，目的の8.8.S.などの電話番号をデータベースに登録しておく

と，簡単に戸クセスすることができます。ターミナル機能について

は第 7章を参照してください。





メインメニュー

電話帳の画面
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メインメニューから日 キ を押すと電話をかける機能に移り，画

面は図のように変わります。モデムホンがつながっていればこのテ

レホンメ二ユ から相手をさガして，オート夕、イヤルができます。

画面に表示されているのは作成しだデ タで，表示・模索を指定し

疋I真白です口なお，このメニューに移る前にグループフコフィルガ、呼

び出されていれば，そのフソレ フ。フ戸イル内のデータのみが画面に

出されます。

。模索I;l竺 ]キーを使ってカーソルを移動させます。



l照会を押したときの画面

名前の読み，あるいは電話需号芯どから慎索をします。どの項目

から模索をするかは rTAB :キーを使って指定します。模索の対象

となる頃目名は赤色の反思表示されます。

。カーソルの穆動(上下への陽動〉はカーソJlノ移動キーを使います。

O横索の条問キ一入力い明二ト明町と条件ーに合 うものをさが

して， 一覧出力します。

()i慎索をして，たとえば同性 ・同名のデータガ複叛あるときは，照会

ご内容宇佐認すること。

〔照会]を押すと，画面は図のように ?件あだりの入力データの

dべCガ表示さノ↑し 7El活字かけ疋い相手かどうかを健めることが

ど、円ま くJ っ力 一ソル移甜]キ - {)~便っと電1)円高号のある項目名を指

定し， い午一在}申cJとオ ートσイヤ)Lノします。

。ブループを呼び出して，そのテ、一一少の中から相手を指定しといと

きは[ブ、ループ]を押します。

グループを呼び出すと， ウインドウにフゃル ープフフフィル包ガ表

示されるので，そこから目的のゾルーープを指定します。

なあ， [中正〕を押すーとテレホンメ二ユーからメインメニューへ

ともどります。
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この画面的巴キーを押す

66 

MZ-25001et内蔵のカレンダ時計を持っています。これを現在の日

時に設定します。

図のメインメニュー画面のとき，因キーーを押しきすo画面の下に

MZ-2500で現在設定されている日時ガ表示されます。

0新しくセットしたいときは〔実行〕を押します。

0表示されている日時で、よかっだら〔中広〕を押します。

O入力は

年(西暦の下 2ケタ， 1985年なら85)

月(2ケタ， 1ケタの月は翫に Oを付ける〉

日(2ケタ， 1ケタの日は前に Oを付ける〉

時(2ケタ， 24時表示で 1ケヲの時刻は前に Oを叩ける〉

分(2ケタ， 1ケタの分は前に Oを付ける〉

例

85/12/01 12: 00 

このように入力して， [実行]を押すと12時00分の00砂から力レン

ダ時計ガスタートします。 MZ--2500の電源を切っても力レンダ時告

は内蔵の電池でパックヌフッブされます。





データ変換の初期画面
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BASICへの
データ変換出力

テレホンソフトで作成し疋データを， 8ASICや戸ルゴ機能の夕、

イヤラーで使えるようにする，あるいはその逆で8ASICそのほか

で作成したデータをテレホンソフトで使えるデータに変換するのが

データ変換プロワ、、ラムです。

8ASICへの変換は， 8ASICシーケンシャルフ戸イルとテレホ

ンソフトのデータの変換になります。

メインメニュー画置で、回キーを押すと，図のようなデータ変換の

初期画置になります。(可キーとカーソル移動キーを使って，反転

表示されている〔出力]と[8ASICJを選ぶと，テレホンソフトのデー

タを 8ASICで、使えるファイルに変換します。画面はつぎのページ

のようになりますから，ウインドウに表示されているファイルを指

定します。このうち， "SYSTEM"はテレホンソフトで作成しだ全デ

ータを表しぎす。

[設定]を押すと，指定データをどのようなフ戸イル名にして出力

をするか入力します。入力は出力するディスクガ入れられだドライ

ブ番号 DIR名ファイル名の順です。なあ，ドライブ、番号を省

略するとテレホンソフトのデフォルトドライブ番号になります。入



BASICへの出力画面

力ガまちがいなかっだら〔設定]を押します。

画面は変わって，どの項目のJII買に出力するかを番号で指定するも

のになります。指定にまちがいがなかっだら〔実行〕を押します。な

おJlI買層の欄に番号がないものは出力されません。番号を消す場合，

および修正する場合はスペースキーで消してください。 Z互換はだと

えばつぎの形でBASICフ戸イルになります。

*テレホンソフトのデータ

姓名.....................1を指定

住所.....................3を指定

電話番号・・・・・・.........2を指定

* BASICへの変換

姓名電話需号住所/姓名電話m弓 住所/一

| データAI データBI I デイC1 I 

| データA2 I データB2 I データC2 I 

し一一ーーす一一一一」
データB1

BASICへの変換出力

テレホンソフ卜のデータ

BASICに出力されるデータ

之)ODH OAHでlつの項目 の区切りと しています

また. 1つの項 目内(例えばデー タAt.データ 82など)

に改行コード (ODH)が存在していても正常に動作し

ます
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マイク口フロッピーテ、ィスクを用意し，設定しだドライブに入れ

だら， [実行]キーを押します。もしエラーが出だら，つぎのことに

注意して，もういちど確認してください。

0フォーマット済の， 2 00タイフのマイク口フロッピーディスク

を使っているかどうか。

0マイクロフ口ッピーディスクに書き込み禁正処理ガ守されていない

かどうか。

Oテレホンソフト，変換出力データを収めるアイスクはそれぞれ指

定しだドライブ番号に入れているか。

。変換出力データを収めるディスクの容量は十分か。

0指定しだフ戸イル名がすでに存在しいるのではないか。

Oフ戸イル名の指定がまちガ、っていないか。

変換出力ガ終わっ疋ら，いずれかのキーを押すとデ タ変換の初

期画面にもどります。



BASICからの変換入力

BASICからの
データ変換入力

データ変換の初期画面から〔入力]と[BASICJを選んで指定する

と， BASICのシーケンシャルファイル〈ファイルのタイプガ BSD

のもの〉をテレホンソフトで使えるデータに変換します。画面は図の

ように，ウインドウにBASICフフフィルガ収められだディスクの

一覧と.BSDファイル名ガ表示されます。変換しだいフ戸イル名は

カーソル移動キーを使って指定します。 指定したものは表示工リ戸

のをに出ますので，まちがいなかつだら[設定〕を押します。

。ドライブ番号を変えるときは[FDJを押します。

OBASICフ戸イルガ多くて，いちどに表示されていないときは力

ーソル移動キ を使います。

Oフ戸イルの一覧は現在選択されているドライブ、番号あるいはディ

レクトリ名が表示されます。だだし}レートディレクトIjにあると

きにのみドライブ番号を表示します。階層ディレクトリ形式のも

のは[DIRJを押して，階層ディレクトリ処理をし， c安定もとの画

面にもどってから[設定]を押してくだ、さい。

o iBASICデータフフフィルがありません」と表示されだ場合は
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BASICファイjレ(BSD)

テ・ータA1 テ
eータB1 データC1 日 Be I日 CeI 

V 

テレホンソフトの

ファイ)[ノ

BASICからテレホンソフトへの変換

[FDJ， [DIRJで BASICデータフ7イルのあるドライブ、、またはデ

ィレクトリを選択してくだ、さい。

BASICファイルを設定しだらテレホンソフトへの入力(こなりま

す。ウインドつにはテレホンソフトのグル プフフフィル名ガ表示さ

れますから，カーソル移動キーを使って，それらのどのファイルlこ

変換入力するかを指定します。 〔設定〕をすると，画面にはテレホン

ソフトの項目名ガ出ます。 BASICの指定フ戸イルのデータをどの

順に出力するかを番号で指定します。その例は，だとえばつぎのよ

うになりぎす。

*BASICファイルのデータの書き込まれ順

住 所・姓名・姓名の読み・電話番号

*テレホンソフトの項目名の表示]11貢

姓名の読み

姓名

電話番号

住所

*11慎番の指定 〈必ず ?からJII買に指定してください。 ?と 4のように

閏があかないよう1こしてくだ、さし，¥0) 

姓名の読み............3

姓名.............・・・・・・・ 2

A
斗

ロ
吉高話電

住所..............・・・・ ・7

指定ガ終わつだら〔実行]を押します。変換をし，テレホンソフト

側にデータガ書き込まれると，終了のメ、ンセージガ、出ます。いずれ

かのキーを押すとデータ変換の初期画面にもどりま弓。
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テレホンソフトからダイヤラー

への変換出力

ダイヤラーへの
データ出力

テレホンソフトのデータを， BASICの状態で、使える戸ルゴ機能の

オ トダイヤラーで使えるように変換出力します。この操作によっ

て，だとえばBASICを使っているときなどにオートダイヤラーを

呼び出して，その場でオートダイヤルができるようになります。ダ

イヤラーで必要なのは名前と電話番号，備考などなので，変換操作

も簡単になります。

テレホンソフトのブ タガダイヤラ--周に変換されます。固置のウ

インドウにはテレホンソフトのフ、、ル ブフ戸イルガ、表示されます。

力一ソル移動キーを使って指定をすると，表示工リ戸に出ますから，

きまつだら〔設定〕を押します。

[設定]をするとウインドつはドライブの選択になります。力 ソ

ル移動キーを使ってデータを書き込むディスケを入れるドライブ番

号を指定し， [実行]を押すと変換されて出力されます。
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ダイヤラーからのデータ

変換入力
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ダイヤラーからの
データ入力
データ変換の初期画面から〔入力〕と〔ダイヤラー〕を指定すると，

ダイヤラーのデータをテレホンソフトで使える形に変換します。画

面は図のようになります。

ウインドつにはダイヤラーのディスク("dial. BSD"のフ戸イル名

が書き込まれているもの〉を入れるドライブ番号ガ表示さ杓ますの

で，カーソル移動キーを使って指定します。〔設定]を押すと，画面

のウインドウはテレホンソフトのフリレーフ。フ7イル表示に変わりま

す。

ダイヤラーのデータをどのグループフ戸イルに入れるかを，力一

ソル移動キーを使ってきめ芝ら[実行]を押します。

画面はそれぞれのディスクを入れるドライブ番号が表示されるの

で，画面の指示にしたがって操作します。

変換が終わると終了のメッセージガ出ます。いす、杓かのキーを押

すと画面はデータ変換の初期画面にもどります。
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仁三
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パソコン通信とは

/ '¥-ソナルコンビユ タによるデータ通信は，回線をなかだちと

してデータやフ戸イルを翫送(発信〉する，あるいは受ける〈着信〉こ

とを意昧します。

実際的なデータ通信は， RS-232Cとよばれるデータの送受用イン

ターフェイスを使い，コンピユ タであっかうデータを変換し〈シIj

戸ル←一→/てラレル変換)， さらlここのデータを一般に使われる通信

用の回線に乗せられるような形に変換(復変調〉しています。

データ通信のために必要な，いまの 2つの働きのうち， RS-232C 

インターフェイスは MZ-2500そのものが内蔵しています。 RS-232

Cはコンビユ タから送られる 8ビットといつだ単位のパラレルデ

ータをシリ戸ルデータに変換しだり，その逆の，送られてきだシIj

戸ルデータをパラレルデータに変換する機能のほか，通信を制御す

るだめの信号などを発生します。

互いが通信できる回線にはいろいろなものがありますが，もっと

も一般的なものは電話回線です。これは正しくは加入電話回線とい

いますが，会社や個人の家庭にもこの回線ガきていますから，これ

を使えば，遠くはなれたところへとデータを送つだり，逆にデータ

をもらったりすることができるわけです。

回線

ふ一一ー

~IRS-232C|ー

モデムホン

li円|
テレホンソフトがコントロールするいろいろな装置



加入電話回線

もっとも一般的な加入電話回線の利用

この加入電話回線は，もともと音声〈人間の声〉を使つ疋7フナログ

信号用の通信回線で，回線の特性も音声をあっかうような仕様にな

っています。ここにコンビュータがあっかうデジタル信号をのせる

疋めには直流レベルで叶"，"0"と変化するデジタル信号を交流信号

に変換しなければいけません。この部分を受け持つのが変復調器で

これは MZ-2500そのものは内蔵していまゼん。

変復調は単独の機器としてはモデムがあります。なお，加入電話

回線用としてはモデム付きの電話〈モデムホン〉や音響力プラガ便わ

れます。NTTの認定を受けたこれらの機器は，規格ガ統 されてい

るので安ωして使えます。

このようなインタ フェイスや機器を備えだ装置を互いに使って

データ通信の用意ができますが，これだ、けでは実際の通信はできま

せん。ひとつには互いの通信条件を合わせる(フ口トコル:通信規約〉

こと，まだ送受するデータをどのような形で処理するかといっ芝、ノ

フトウエ?を確定して，はじめて実現されます。

*テレホンソフトではプロトコルの設定を直置を見ながらできるよ

うになっていぎす。 まだ，モデムホンを使えば，自動着信や発信

を行なうことができます。

* RS-232Cなどについてはオーナーズマ二ユ戸ルの第 6章に解説

がでていますので，それを参照してください。まだ， BASICに

おける RS-232Cの取り扱いは，それぞれの BASICマ二ユ戸ル

を参照してください。

*なお，これらの通信を行うのに必要な情報IcJ:"telesoft com" 

という名のフ戸イルに書き込まれます。使用時には書き込み可能

なよう，ディスクをセットしておくLill¥要があります。なお，デー

タドライブlご telesoft com"フフフィルがない場合は自動的に

フ戸イルを作成します。
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|音響力プラ
の使用例
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音響力プラによる通信

音響力ブラCMZ-1)く竹〉は家庭などにある電話機C600型とよばれ

る，もっとも一般的なタイプ〉がそのまま使えるデータ通信用機器

です。構造は図のように，電話の送話器・受話器にマイク・スピー

力を音響的に結合Ccouple)することによって，デジタル信号を交

流信号に，あるいは交流信号をデジタル信号に変えるものです。

電話機や電話の配線などにいっさい手を加える砂要がないので，

手軽に使える利点があります。その反面，いったん琶として空中に

出だものを再び電気信号に変えるといつだ変換方法をとるので，周

囲がうるさかつだり，震動か多いといっ疋悪環境ではうまく使えな

いことがあります。 ま芝， NCUCNetwork Contorol Unit :通

信制御装置/電話回線のコントローラ〉がないので，送信や受信など

は人聞が手で切り換えるといっ疋操作ガ必要になります。

音響力ブラによる通信例

ここではプロトゴルは確定しているものとして，一般的な通信の

例を説明します。なお，相手も音響力ブラを使っているとします。

テレホンソフトを使つだ具体例は，データの着発信の節で解説しま

す。ここでは相手を呼び出しきす。

0音響力プラの電源を入れます。

受話口 送話口

MZ-2500の

RS-232C 

コネクタ

(Aチャンネル)へ

1
1
t
it!

1
1
i
d
 

音響力プラ



音響力フラ

(MZ-IXll) 

モデムホン

(MZ-IX19) 

0まず相手に電話をかけます。送信・受信の切り換えスイッチはこち

らが"CALL"，相手は"ANS"(こなります。

0回線がつながると"キーン"あるいは"ピー"といつだ感じの音(キヤ

リ戸音〉ガ受話器から聞こえてきます。

0電話の受話器を音響力フラに装着します。このとき送話口と受話

ロの置き方をきちがえないようにします。まだ，送受話口を力プ

ラ〈ゴムやスポンジなどでできています〉に密着するように，しっ

かりとセットします。

。音響力ブラの，キャリ戸を受けていることを表すランプガ点灯し

ます。

Oこれで準備ができましだ。こちらと先万との通信回線がつ広がり，

RS-232Cを経由して，互いに受信できます。この先になにを行な

うかは，ソフトウ工戸を使ってきめます。

0通信ガ終わつだら音響力プラから受話器を取り，電話機にもどしま

す。

。音響力プラの電源を切ります。

なあ，音響力ブラは一般lこ，つぎのようなスイッチ類を備えてい

ます。

*呼び出しCCALL)，応答CANSWER)切り換え

*全 2重CFULL)，半 2重CHALF)切り換え

*そのほか，チェック用の"TEST"スイッチを持っている音響力プ

ラもあります。
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モデムホンによる通信

モデムホンは， 1台で電話機としても，まだモデムとしても使え

る通信機器で，ちょうど電話機と音響力フラガいっしょになっだよ

うなものと蓄えることができます。 MZ-2500用として用意されてい

る MZ-1X19はダイヤル式〈電話番号をパルス発信するタイプ〉の加

入契約をしている電話機に置きかえて使えます。

信号の変換はすべて電気的に行なうので，動作が確実で周囲の環

境にも影響をうけません。まだ，NCUを持っているので取り扱いは

楽で，電話機・通信機の切り換えは，手動でも自動にもセットできま

す。

テレホンソフトはこのモデムホンをモデルにしていますから，新

疋にそろえるのなら，音響力フラよりこのモデムホンのほうがテレ

ホンソフトガ使いやすくなります。テレホンソフトと関係するモデ

ムホンのスイッチはつぎのものです。

* NCU切り換え

MM: NCUのモード切り換えは，この位置で使用します。ソフト

ウ工戸で通信-通話機能をコントロールできます。

*ボーレート切り換え

300ボ-(全2重)/1200ボー(半 2重〉のどちらにも設定可能です。

データの着発信はすべて自動的に行なえます。しだがってスイッ

チ類の設定をしだあと，モデムホンそのものを操作することはあり

ません。

モデムホンのデイツブスイッチを極性反転なしlこ設定しだ場合，

オート夕、、イヤルおよびオートダイヤルからのターミナル通信では電

話回線が接続されているかどうか判別できないだめ，正常に動作し

ないことがあります。
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パソコン通信の画面

データ通信とその内容

デ タ通信を行なうだめには，ます、つぎの準備をしてください。

Oモデムホンを正しく接続してください。

。発信，着信用のメディ戸〈マイク口フロッピーディスク)，テレホ

ンソフトで作成しだデータディスケを用意してくだ、さい。

ただ、しMZ-25刊の場合は，発信ファイルは，データディスクと同

じディスクに入っている必要があります。

。データドライブ設定で指定されているドライブに， LQJ，¥ずライトプ

ロテクトタブを上げだ状態でデ タディスつを入れておいてくだ、

さい。

テレホンソフトのメインメ二ユ から巴キーを押すとパソコン

通信機能になります。

*表示工Ij戸は画面のをから石へ?行単位で見ます。着発信の順番，

着信・発信の区別，ファイル名，発信先，時刻，備考になってい

ます。

*備考欄は発信などがうまくいかず，再実行してもダメなときに工

ラーメッセージガ表示されだり，完了，中lt，待機中などの各種

の状態を知らせます。

*下から 2行目にはステ タス(現在の状況〉ガ表示されます。

*下のI頁白から実行内容を選びます。

*予約発信待機中のものは水色で反転表示されます。
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|通信パラメータ
の設定

通信.1，ラメータの設定画面

82 

*予約発信・日動着信はこの画面のときのみ行なわれき売す。

*記録は 7件C200ラインディスプレイ)， 20件C400ラインディスプレ

イ〉まで同時に表示します。それより多い件数のときは力 ソル移

動キーを使って未表示のものを見ることができます。

パソコン通信の初期画面から r/'¥ラメータJを押すと通信パラメ

ータの設定になり，画面は図のようになります。

同一項目内のパラメータの選択はすべてスペースキ を押して，

画面に表示されだパラメータでよいかどうかを決めていきます。し

だがって数値などをキ一入力する必要はありません。次項目へは力

一ソル移動キーで移ります。設定するパラメータは全部で13項目で

す。なお，通信パラメータは，最終に行われ疋 C[設定登録〕キーを

押しだ〉設定ガディスク(ご記録されます。したがって次回に起動し

だときは，変重の指示をしないかぎり，ディスクlこ記録されだパラ

メータで通信が行なわれます。

1 使用機器

パソコン通信，ターミナルでの通信を行うときの使用機器を選択

します。ファイルの着発信時は，この「使用機器」だ、けが関係し，

他のパラメータは参照されません。ターミナルモードのときはそれ

ぞれのパラメ タガ参照されぎす。

0モデムホン 1200

0モデムホン 300



いずれもシヤーフ。のモデムホンを接続し芝ときに選択します。

〈モデムホン300のときはFULLのみでXON/OFF，モデムホン

1200のときはHALFのみでRS/CSの制御となります。〉

0その他

音響力プラを使ったり，直接発着信を行なうときはその他を

選びます。

2 ボーレートの設定 C75~19200)

75~19200ボーまでの値が画面に)11買次出ます。なお，モデムホン

を選択しだときは， 300， 1200ボーのいず杓かに自動設定します。

3 /~リティ COOO， EVEN， NON) 

3つのパリティから，いずれかを設定します。000は奇， EVEN

は偶， NONはパリティなしです。

4 データビット長C7 ， 8ビット)，

通信時のビット畏を設定します。

5 ストップビットけ， 1.5，2ビ、ツト〉

通信時のストップビットを設定します。

6 通信制御CXON/OFF，RS/CS， NON) 

XON/OFFは受信パッフ戸がいっぱいになりそうなときXOFF

CCTRL-S)を出して一時停立を伝え，処理後にXONCCTRL-Q)

を出して再開する制御方式です。

このほかに RS/CS，設定なしCNON)があります。

7 Sパラメータ CON/OFF)

ONにするとデータビット畏が 7ビット時に SICOFH)/SO 

COEH)を使って 8ビット同様(ご力ナコードなどを送信できます。

なお，項目 4で 8ビットを設定し疋ときは Sパラメータの設定は

できません。

8 DEしコード受信CB8，NUL， OEし〉

OEしC7 FH)コードを受信したときの処理を指定します。設定

は B8C08H)，NULCOOH)， OEL C7FH)のいずれかです。

9 CRコード送信

CRCOOH)コードを送信するときに， CRCOOH)コードガ，

CR.LFCOOH.OAH)のいずれを送出するかを設定します。

10 CRコード受信

項目 9と同じ考えかだで， CR.LFに設定しだときは CR.LF

ガ送られると CRのみを実行します。CRに設定しだときは C，R.

LFが送られると CR.LFとも実行します。

なあ， MZ-2500では CRコードのみで CR.LFC復帰・改行〉を
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CR，CR・LFの設定とその処理

相手側 本体 設 定

CRのみ CR 

LFのみ LF CR 

CR・LF CR.LF 

CRのみ CR 

LFのみ LF CR.LF 

CR.LF CR 

84 

行ないます。設定内容と処理については表を参照してくだ、さい。

竹 日本語処理

MZ-2500のターミナルでは日本語の処理は次の 5種類をサボ

卜しています。

1 8HIFT. .J18Cシフト.J18)

2 1<1二 1B4B く0=1 B48 

3 KI= 1 B09 KO二 1B01 

4 1<1= 1 B2442 KO= 1 B284A 

5 KI= 1 B2440 |く0=1 B2848 

なお，ターミナルでは擬似ブ、ラフィツクは使えませんので注意

してください。 まだ KI/IくOを使っているときでもシフト.JISが

くると漢字とみなして変換されます。

12 通信万式CFULL/HALF)

全 2重CFULL)，半 2重CHALF)のどちらかを設定します。疋

だ、し項目?でモデムホン1200を設定し芝ときは半 2重のみになり

ます。

13 ファイルエンドコード COO~1F)

ターミナルのフフッフロード，ダウンロードを行うときに使いま

す。戸ツブロード時はフ戸イルの送出が終わったら，設定しだコ

ードを送ります。ダウンロード時は設定しだコードがくるとディ

スクへの書き込みを終え，フ戸イjレをクローズします。

ただ、し，フ戸イルエンドコ ドを00にすると，設定なしとみな

しますので，ダウンロード時は再度目キーでダウンロードを終

えなければなりません。

14 設定(設定 1~ 5) 

項目 1~13までの設定を 1 ~5 の，どの番号に割り当てるかを

指定します。だだ、しここの表示を変えだだけでは登録，呼び出し

はされません。この項目は番号を指定するだけです。

設定内容の登録，呼び出しなどには次のキ を使います。

日キー〈設定登録)項目14で指定しだ番号に，いま設定し疋内

容を登録します。

巴キー〈設定呼出)項目14で番号を指定し，その番号に登録さ

れ疋内容を呼び出します。

日キー(実行〉

回キーく中正〉

:現在設定されている内容の通信パラメータ

を確定し，発着信の記録に戻ります。

:設定を中正し，発着信の設定に戻ります。



最後に 白 キーにて設定登録がされ疋パラメータガデフォルト

として登録されます。 電源投入後のパラメータは最後につまり，

イ蒲
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設定登録されだものということです。

予

ID部について (ID128/¥イ卜 )

ト 16 ー 1__1ート 17ート 14
ノ可:イト iノ可イ卜 ノ可イ卜 | ノずイ卜

[ 欄 コー ド | 属性 | ファイル名 | 仇 | 
標識コード ， * SHARP-TELESOFT'ODH 

属 性 i

ファイル名:BASICに準じる

そ の 他 l

予 備 ス へース(20H)で埋める 最後の lノ¥イ卜はODH

XMODEM方式のデータ通信ノfケットフォーマット

なお，データ通信のパケットフォーマットは XMODEM方式とし

ます。図を参照してください。

パソコン通信の初期画面で， r印刷Jを押すと印刷機能になりま|発着信ファイル
の印刷 この機能では発着信の記録をプリント戸ウトしきす。データ通す。

{言が漢字をあつかっていれば，プリンタも漢字タイプを使います。

印刷のフォーマットは図のように，パソコン通信の初期画面を 4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

行に分けて出力します。

ファイル名(発信)= RECOl・OBJNO.04 

=SHARP(株)発信先

09時55介日付・時刻=85年09月25日

=エラーxx備考

つぎのファイルを印字No.05 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

印刷の項目と行数

『解除』を押して自動着信解除ならパソコン通信の初期画面で，|解除
予約発信解除なら[発信]キーを押します。そして，
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発着信通信ヘ戻ります。

[着信]キーを，



発信ファイルの選択画面

|即時発信

816 

ファイルの発信/着信

発信モードは即時発信と予約発信の 2つが設定できます。即時発

信のときはフy イル名を入力して，設定を終えると発信ガできます。

ま疋，モデムホンを使っていれば予約発信ができます。このときは

まずフ戸イル名の入力・電話番号の入力・予約の設定のJII買に設定しま

す。

パソゴン通信の初期画面で，【発信〕を押すとフ戸イルの発信がで

きます。画面は図のようになります。

ディスクドライブに入れられ疋ディスクのフ戸イル名一覧ガウイ

ンドつに表示されます。この中から発信し疋いフコフィルを指定しま

す。なあ，表示されるフコフィルのタイフは OB0，BTX， BSD， 

BRDです。

0ドライブを変要するときは[FDJを押します。

0ディレクトリを変更するときは[DIRJを押します。
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ファイル発信のおもな流れ

「設定Jを押すと画面は電話番号の入力!こなります〈モデムホンの

み〉。番号入力はキーボードを使って直接入力する方法と，テレホン

ソフトのデータを模索して指定する方法があります。

電話番号の入力をもとめるカーソルガ点滅しているとき， [模索〕

を押すと模索，そうではないときは電話番号を入力します。番号を

入力しだら「設定Jを押してください。画面は発信設定の終了へ変

わります。

l予約発信
〔模索〕にすると，テレホンソフトで作成し疋データから発信先を

模索をします。

[グループ]はグループ呼び出しです。操作は第 3章のグループ呼

び出しと同じです。
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[照会]は T件のデ タのすべての項目を表示します。同姓同名な

どがあるとき，これで判断するといったこと!と使えます。なお， [照

会]のときは[設定]か， [中ltJかの，カーソル移動キーを使つての操

作しかできません。

目的のものを模索したら電話番号の上に氷色の反監表示を合わせ

て いれ キーを押します。このあと予約発信の画面に戻りぎす。

画面にはいままでの指定項目の

使用機器名

フョフィル名

電話番号

が表示され，その下に予約発信をするかしないかを Y/Nでもとめて

きます。

rNJのとき

[実行]キーを押すと設定の終了直面にいきます。

rYJのとき

予約する時刻の設定をしきす。予約をもとめるメッセージの下に

年/月/日 時:分 〈内蔵時計のデフォルト時刻〉

が表示されるので，それらの数字を希望の時間にセットします。セ

ットのしかたは第 5章を参考にしてくどさい。なお，表示時刻以前

の予約はできません。セットしだら[設定]存押しま00

予約発信のとき，設定時刻に怠ると発信金します。

*相手とつながらないときは5分後のかけなおしを3固まで(計4固〉

します。

*いろいろな条件で，予約時刻をすぎても未発信のものは発着信の

記録モードになりしだい発信を開始します。

*同時刻指定の複数予約は登録のJII買に処理します。

発信設定の終プ

すべての設定が終わつだので，この画面でまちがいないかを確か

め，よかっ芝ら 「実行Jキーを押します。

。即時発信のときは発信画面にいきます。

0予約発信のときは内部で予約をセットしだあと，初期画面にもど

ります。



ファイルの着信設定画面

発信の実行

即時発信では，モテ、ムホンや音響力フ。ラの準備ができだかどうか

をたずね，よかっだら〔実行]キーを押こすと発信をはじめます。終わ

つだら初期画面にもどります。

着信の設定

パソゴン通信の初期画置で[着信]を押すと受信モードになり，直

面は図のように変わります。

。使用機器はパラメータ設定のときの指定機器です。

0データ印字でプリンタ|こ印字するかどうかをきめます。

。着信モードはモデムホンのときだ、け自動にも設定で、きます。

0設定は :TAB キーを使います。設定ガ終わっ疋ら， r実行Jを押し

ます。自動のときは初期画面にもどりぎす。

なあ，プリンタにはつぎの項目ガ印字されます。

*着信時刻

* 10情報(10情報中にフ戸イjレ名などがあれば出力〉

*データ内容〈受信フ戸イルガASCIIタイプのときだ、け (10情報))

*着信ステ タス(土ラ一時のみ工ラーl情報を印字〉
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〈 自 動 着 信ON ) 

ファイル着信のおもな流れ

着信の実行

音響力ブラ，モデムホンで手動を設定しだときは直面は着信の準

備を確める画面になります。モデムホン，音響力プラの準備ができ

疋ら〔実行〕を押すと着信をします。なあ， [復帰〕でひとつ前の画面

に， [中i口で初期画面に変わります。

なお，着信フ?イルは指定したドライブlこ生成されます。ファイ

ル名は

/recfile/OOO 

になります。 000は着信しだファイル名， recfileは着信によっ

て生成したことを表します。なお，セットしだディスクにすでに同

じファイル名があっ疋り，フ戸イルI情報がないときは

/recfile/rec x x 

と処理します。xxには00から99までの数字を書き，空いているフ戸

イル名で登録しぎす。



ターミナルモード

パ ソナルコンピュータをターミナル〈端末装置〉として使うとき

は「ターミナルJを押します。

端末装置の墓本的な構成は図のように，端末とは別のところにホ

ストゴンビュータなどがあり，端末はデータを送る，あるいは受け

ることをします。ホストコンビユ タと端末は通信回線で結ばれま

すが，手軽に使える回線として加入電話回線があります。インター

フェイスは RS-232Cを使います。

ターミナルモ ドにし疋ときのパラメータの設定は前節で説明し

だものと同じです。

通信万式のうち，全 2重方式は送信と受信を同時に行ないますが，

半 2重方式は一方が送信なら他方は受信，あるいはその逆になりま

す。

ターミナル通信の基本は，キーボードから入力し疋文字などを送

る，あるいはその逆になります。だとえば送信のとき，キ ボード

からの文字が直接 RS-232Cを経由して送られると，その内容が分

からなくなります。そこで受信をし疋相手ガ，いま入力し疋内容を

送り返す方法で確認するようなシステムがあり，これをエコーパッ

クといいます。

なお，テレホンソフト.BASICとも全 2重方式では?文字単位で

送信し，エコーバックはしません。いっ|まう半 2重方式では?行単

位で送信し，ディスプレイに士コ-パックするシステムを採用して

制

(受)

ぐイベベ RS~232C I 

もっとも単純なターミナルの使用例
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います。まだ，テ、イ'スフ。レイだけでなくプリンタヘ出力することも

可能で，デフフフイナブルフコフンクションキーを使って設定で、き，つ

ぎのように割り当てられています。

日:コントロールコードを実行するか，文字として表示するかをト

グルスイッチ式に切り換えぎす。だだ、しCRCODH)は文字表

示を行なっ疋後，実行されます。

巴:全2重/半 2重をトグルスイッチ式に切り換えます。

日:ディスプレイに出力される内容をプリンタにも出力するかどう

かを，トグルスイッチ式に切り換えます。

日 :ディスプレイに出力される内容をディスクにも出力するかどう

か(ダウンロード〉を，トグルスイッチ式に切り換えます。出力

をする設定のときはフ?イル名をたずねます。なあ，ディスク

への出力停正はふただひ、囚キーを押すか， EOFC工ンドオブ

ファイjレ〉コ ドを受信しだときです。データは B80形式で

処理されます。

臼:ディスクに収められた B80フ戸イルを送信 (戸ツフロ ード〉

します。このキーを押すとフ戸イル名をたずねます。送られる

フ戸イルの内容はディスフレイにも出力されます。出力の停正

はふだだび臼キ を押すか，ファイルの内容をすべて送信し

終わつだときで、す。

このターミナルを動作するときのデフォルト値(初期値〉は，パラ

メータの設定でいちばん最後に設定登録し疋値になります。テレホ

ンソフト起動後，パラメ タの設定をおこなわずlこターミナルモー

ドを実行しだ場合はデフォルト値になりますので，よく確認の」二，

使用してくだ、さい。

なお，困(エスケープ〉シーケンスによる特別な制御も可能ですo

これについては BA81Cのマ二ユフフルを参照してください。

では，ターミナルモードで8.8.8.などをヌフクセスずる例を紹介し

ましよう。なお，事前に先方との契約条項を守り，パラメータなど

も正しく設定します。ここではモデムホンを使うことにしきすので，

モデムホンも正しく設定してください。ここではダイレクトダイヤ

ル機能で説明します。

*メインメニューで画面の下に ~OIALj 表示ガ出ますので，ここで

テンキーを使って，戸クセスしだい8.8.8.の電話番号を入力し，

回キーを押してください。



*モデムホンからパルス発信琶ガ聞こえ，つついて「ピ-Jという

音が出てきます。ここで「ターミナル通信し疋い場合，通信キー

を押してくだ、さい」

という表示が出るので白 キーを押します。このとき，自動的にモ

デムホンは通信モードになります。ここで先万との契約により決

められている 10コードおよびパスワードなどを，画面の指示に従

って入力してください。

その先の実際的なフフケセス方法は，あらかじめ定められ芝先方

の手JlI買に従ってください。

フフクセス中はそデムホンのキャリ戸ランプガ点灯します。

*終的自〔中正〕まだは町十回 を押しますo

d:疋，モデムホンの「通信/通話」ボ、タンを押して通話にすればモ

デムホンはふつうの電話として使えます。

*内容をフ戸イルに収めだいときは囚キ を押します。

ダウンロードの終了は，フフフィルエンドコー卜こを受信するか，

[OOWN Lo.Jになっている白キーを押します。
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コ
データディス7の設計 23 

データ文字長 19，23 

項目作成 28 デジタル信号 77 

用 語総索引 I I 項目番号の指定 42 デフコフイナフゅルフ戸ンワションキー 6，8 

シ
電子伝言板

電話回線 76 

50音順， A BC順 I I辞書ROMボド 6，32 電卓 7，9，14 

システムコピ 20 

ナ
シフトJIS 84 

シリ戸ルデータ 76 内蔵力レンダ時計 2，66 

7コ ス
内容印刷 52，54 

戸イコン 59 スクロールマーワ 47 

7フナログ信号 77 ストップピット 83 日時の設定 2，66 

戸ルゴ機能 7，14 

セ
日本語処理 84 

入力工リ戸

イ 全2重 79，84，91 

一覧印刷 52 J¥ 
一括登録 50 ソ パソコン通信 76 

印刷 37，52 問時発信 86 パラメタ 82 

ウ タ
パラレルデータ 76 

11.1)ティ 83 

ウインドウ ターミナルモード 91 半2重 79，84，91 

オ
ダイヤラー 74 

フダイヤラーからのデータ入力 74 

オートダイヤル 2，59，60，62 ダイヤラーへのデータ出力 73 ファイル 76，86 

オトダイヤラー 14 ダイレクトダイヤル 60，92 フコフィル工ンドコード 84 

琶響力プラ 77，78 端末装置 91 フ戸ンクション表示

力 チ
プリント7フウト 37 

プロトコル 77 

階層ディレクトり形式 71 着信時刻l 89 文節変換 6，32 

かな漢字変換 着信ステータス 89 

ホ加入電話回線 76 発着信フ?イルの印刷 85 

画面表示

ツ
ボーレートの設定 83 

力レンダ時計 2，66 

通信規約 77 メ
キ 通信制御 83 メンバー編集 46 

基本設計 19 通信パラメータの設定 82 

キャ1)戸琶 79 通信方式 84 モ
キャンセル 60 文字長

フー
モデム 77 

つ データ設計 18 モデムホン 77，80 

グループ印刷 データ通信 2，76 

ヨグループ作成 2，33 データディスク 11，23 

グループ呼び出し 58 アータのコピ 24 僚式名 38，39，43 

ケ
データの変換 15，68 予約発信 86，87 

データピット畏 83 

被索 55 データベス

模索パッフフフ 46 データベースの作成 ランダム戸ワセスフフコイル

94 



ランダムフ戸イル

A 
1) 

ANK 23 

1)ダイヤル 60 

B 
レ 8ASICからのデータ変換入力 71 

レイ戸ウト作成 37 BASICへのデータ変換出力 68 

レイ戸ウトフ戸イル 44 BBS 2.92 

レコード BRO 

C 

CRコード受信 83 

CRコード送信 83 

D 

OEしコード受信 83 

F 
FULし 79.84 

H 

HALF 79.84 

Icon 59 

10情報 89 

ikon 59 

K 
KI KO 84 

M 
MZ-1 R28 6.32 

MZ-1 X11 78 

MZ-1X19 80 

N 

NCU 78 

R 

RS-232Cインタ←フェイス 76 

S 

Sパラメータ 83 
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蜘 q。楠式会担
本 社理事545大阪市阿倍野区長池町22番22号

電話(06)621-1221(大代表)

情報システム事業本部 事，639-竹奈良県大和郡山市美濃庄町492番地

電話(07435)3-5521 (大代表〉
国有情報システム営業本部 ち545大阪市阿倍野区長池町22番22号

電話(06)621-1221(大代表)

お害様ご相談窓口

和幌 (0刊)642-4649 仙台 (0222)88-9141 亨都宮 (0286)35-竹55
東 京 (03)893-4649 金沢 (0762)49-4649 名古屋 (052)322-4649
大 阪 (06)643-4649 広島 (082)874-4649 高松 (0878)33-4649
福 岡 (092)572-4649 沖縄 (0988)62-2231

Vャ-~エシν二?リシヲ，林武会批
本社 @;114東京都北区東田端2T目13番17号電話(03)800-1221(代表)

札幌吏后 @;063払幌市西区24軒?条7丁目3番17号 電話(011)641 -4649 
仙台吏 居 ，ffi，983仙台市卸町東三丁目T番27号 電話(0222)88-9141 
宇都宮支后号320宇都宮市不動前4丁目2番41号 電話(0286)35-1155 
東京支后場竹4東京都北区東田端2丁目13番17号 電話 (03)800-1221 
金沢 支 庖 ‘m921石川県石川郡野々市町字御経塚1096番地のT 電話(0762)49-4649 
名古屋支后⑨454名古屋市中川区山王3丁目5番5号 電話(052)332-2626 
大阪吏后事556大阪市浪速区恵美須西7丁目2番9号 電話 (06)643-4649 
広島支Ji5 @;731-01広島市安佐南区西原2丁目14番地の3 電話(082)874-2281 
高松吏居場760高松市木太町1861番地の3 電話(0878)33-4649 
福岡支居者彰816福岡市博多区井相田2丁目12番地のT 電話(092)572-4655 
沖縄シャープ電機側 、努900那覇市曙2丁目10番地のT 電話(0988)62-2231 

VャヨヒVネス練武会事I
本社事545大阪市阿倍野区長池町22番22号 電 話(06)621-1221(大代表〉

札幌受百事063札幌市西区24軒1条7丁目3番17号 電話(011)641 -3631 
仙台支后号983仙台市卸町東三丁目7番27ち 電話(0222)88-9151
東京支后 @;130東京都墨田区石原2丁目位番3号 電話 (03)625-5111 (代表)

千葉吏 fd @;280干葉市南町7丁目5番20号 電話(0472)63-4043 
横浜 吏 居 ，'ffi>235横浜市磯子区中原f丁目2番23号 電話(045)751-3215
1奇玉支庖 @;330大宮市宮原町2丁目107番地2号 電話(0486)63-5159 
亨都宮吏居⑤320亨都宮市不動前4丁目2番付号 電話(0286)37-3576 
新潟吏庖 ~950 新潟市上所中?丁目7番21号 電話(0252)83-1795 
長 野支居⑨380長野市中御所2丁目竹番3号 電話(0262)28-4618 
名古屋支后⑤454名古屋市中川区山王3丁目5番5号 電話(052)332-2631 (代表〉
金 沢支庖⑤921石川県石川郡野々市町字御経塚1096番地のT 電話(0762)49-1240 
大阪支后 @;556大阪市浪速区恵美須西f丁目2番9号 電話 (06)643-3021(代表〉

京都支居 ，'ffi>601京都市南区上鳥羽菅田町48番地 電話(075)661-7335
神戸支居 @;658神戸市東灘区魚崎北町f丁目6番地18号 電話(078)452-8531 
広島支居⑤731-01広島市安佐南区西原2T目14番地の3 電話(082)874-4925 
高松安居者~760 高松市木太町1861番地の3 電話(0878)33-4255 
福岡支居者~816 福岡市博多区井相田2丁目12番地のT 電話(092)572-2611
沖縄吏后 ~900 那覇市噂2丁目10番地のT 電話(0988)61-7360(代表)
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